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─事例集作成にあたって─

平成27年の介護保険法改正により、多様な生活支援・介護予防サービスが利用できる地域づくり
を市町村が支援する「生活支援体制整備事業」が創設されました。これは、一人暮らしの高齢者や支
援を必要とされる高齢者が増加する中、高齢者が住み慣れた地域での暮らしを継続できるよう、生活
支援の充実及び高齢者の社会参加の推進を一体的に目指すものであり、京都市では平成28年５月か
ら「地域支え合い活動創出事業」として実施しています。

本事業においては、京都市から京都市社会福祉協議会（以下、「市社協」という。）への委託により、
各区社会福祉協議会に地域支え合い活動創出コーディネーター（以下、「コーディネーター」という。）
を配置しています。
市社協では、これまでから区・学区社会福祉協議会とともに、高齢者をはじめ障害者、児童が生き
生きと安心して暮らせる「住民主体の地域福祉活動」を展開してきました。本事業では、このような
市社協の活動実績とノウハウを最大限活用しながら、積極的に取り組んでいるところです。

事業開始から約３年が経過し、地域で高齢者を支えていくために必要な生活支援サービスの創出や
担い手の養成、関係者のネットワークの構築等の取組が進んでいます。
本事例集は、地域での困りごとの解決等に向けて、コーディネーターが果たす機能やプロセスをよ
り具体的にイメージできるよう、12の事例を取り上げて「見える化」を図りました。

どの事例にも共通して言えることは、「協働」の取組であり、コーディネーターは総合的に「つなぐ」
機能を発揮するよう心がけています。例えば、コーディネーターは関係者同士をつないだり、必要な
情報をつないだりする潤滑油の役割や、多様な主体に対して活動への協力を依頼する役割を担い、「協
働」の促進につながるよう活動しています。引き続き、コーディネーターは、その機能を発揮して、
住民主体の地域福祉活動が地域の暮らしの場で充実されるよう取り組む必要があります。

この事例集がきっかけとなって、更に多くの方々の「協働」につながり、その結果、地域における
生活支援の充実や生きがいづくりにつながれば幸いです。
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2
地 域 支 え 合 い 活 動 創 出 事 業 の

概 要 に つ い て

　　 事業目的

京都市では、高齢者一人ひとりができる限り住み慣れた地域で生活ができるよう、医療、介護をは
じめとする様々な関係機関との連携を進めることで、地域ぐるみで高齢者の暮らしを支援する「京都
市版地域包括ケアシステム」の構築に取り組んでいます。
その中で、介護保険や医療保険といった制度では対応できない、日常生活に必要な生活支援に対し
て、「地域支え合い活動創出コーディネーター」の配置や「地域支え合い活動調整会議」の開催を通
じ、地域の住民団体、ボランティア団体や民間企業等の多様な主体が生活支援サービスを提供するこ
とで、多様な生活支援ニーズに応える体制づくりを進めています。

　　 地域支え合い活動創出コーディネーターの配置

地域で高齢者を支えていくために必要な生活支援サービス等の提供体制の創出に効果的に取り組ん
でいけるよう、京都市では平成28年５月から「地域支え合い活動創出コーディネーター」を全区に
配置しています。（配置場所は各区社会福祉協議会）

〈地域支え合い活動創出コーディネーターの主な役割〉
① 地域のニーズと資源の把握
② 多様な主体への協力依頼等の働きかけ
③ 関係者のネットワーク化
④ 生活支援の担い手の養成やサービスの開発 等1

2京都市版地域包括ケアシステムのイメージ

【住み慣れた地域（日常生活圏域）】

地域の多様な担い手（民生委員・児童委員、老
人福祉員、すこやかクラブ京都、学区社協、学生、
ボランティア等）による見守りや身近な居場所
づくり等の推進

生活支援サービス
●見守り、配食等の生活支援
●成年後見制度（市民後見人等）、権利擁護 等

住まい
●サービス付き高齢者向け住宅
●高齢者すまい・生活支援事業
●住宅改修支援　等

介　護
●介護保険サービス（居宅介護支援事
業所（ケアマネジャー）、訪問介護、
通所介護、地域密着型介護老人福祉
施設、認知症高齢者グループホーム、
小規模多機能型居宅介護、定期巡回・
随時対応型訪問介護看護 等）

予　防
●地域介護予防推進センター
●健康すこやか学級
●老人福祉センター 等

医　療
●かかりつけ医
●かかりつけ薬剤師
●訪問看護ステーション看護師 等

生活支援サービスの充実・強化
（地域支え合い活動創出コーディネーター、
地域支え合い活動調整会議 等）

高齢者のニーズに応じた
住まいの安定的供給

認知症施策の推進
（認知症初期集中
支援チーム 等）

在宅医療・介護連携の推進
（在宅医療・介護連携
支援センター 等）

総合的な健康寿命延伸の取組の推進

学区域

区　域

医療・介護連携の推進

住み慣れた地域での
生活を実現!!

高齢サポート（地域包括支援センター）
地域ケア会議を軸とする

地域包括ケアシステムの構築

高齢サポートへの支援 等高齢サポートへの支援 等

●かかりつけ歯科医

京都市版地域包括ケアシステムのイメージ

【住み慣れた地域（日常生活圏域）】

地域の多様な担い手（民生児童委員、老
人福祉員、すこやかクラブ京都、学区社
協、学生、ボランティア等）による見守
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医　療
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●かかりつけ歯科医
●かかりつけ薬剤師
●訪問看護ステーション看護師 等

区役所・支所／保健福祉センター（健康福祉部）
区　域

　　 地域支え合い活動創出コーディネーターの取組

目指す地域の姿・方針の共有、意識の統一を土台に、生活支援サービス創出の企画・支援を行う地
域支え合い活動調整会議、支え合い活動の担い手を養成する地域支え合い活動入門講座、関係者の
ネットワーク化を通じて居場所の運営課題の解決を目指す情報交換会、地域のニーズと資源の見える
化等、高齢サポート（地域包括支援センター）や区社会福祉協議会等と連携して進めています。
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【事業の全体概要図（数字は平成29年度実績）】
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学　　区　　域

担い手養成

連携

連動

目指す地域の姿・方針の共有、意識の統一

地域のニーズと資源の見える化
地域資源リスト・マップ、チラシ、機関誌 等　　　

関係者の
ネットワーク化 

・ニーズや資源の情報共有
・地域課題の抽出
・進捗報告 等

・高齢者を取り巻く状況と
  介護保険制度
・高齢者の身体と心
・ボランティア活動
・グループワーク 等

・活動共有
・課題への働きかけ
　
（例） 
・講座（レクリエーション／
  助成金／広報）　
・他団体見学会 等

・サービス／活動創出の
  具体的取組
・ニーズ調査・分析 等
 

30回開催

110回開催

計31回開催
511名参加

計20回開催
706名参加

重点

重点
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3

【事業の全体概要図（数字は平成29年度実績）】

生活支援サービス創出
企画・支援 +

 地域支え合い活動
調整会議

計140回開催 

地域支え合い活動
入門講座 情報交換会

地域支え合い活動
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援
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ア
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ー
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連携
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目指す地域の姿・方針の共有、意識の統一

地域のニーズと資源の見える化
地域資源リスト・マップ、チラシ、機関誌 等　　　

関係者の
ネットワーク化 

・ニーズや資源の情報共有
・地域課題の抽出
・進捗報告 等

・高齢者を取り巻く状況と
  介護保険制度
・高齢者の身体と心
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・グループワーク 等

・活動共有
・課題への働きかけ
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  助成金／広報）　
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・サービス／活動創出の
  具体的取組
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30回開催
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計31回開催
511名参加
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重点
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3
支 援 事 例 一 覧

地域支え合い活動創出コーディネーターが総合的なつなぎの機能を発揮して、「協働」の輪を広げ
ていった12事例を取り上げています。

■ 各事例に共通するコーディネーターの活動（コミュニティワーク）

生活支援サービス 
創出の企画・支援

① 地域支え合い活動調整会議 
〈連絡会議と実務者会議〉の開催 地域団体、ＮＰＯ、民間企業、地域包括

② マンション等で暮らす単身高齢者への
生活支援活動の提案と支援 居場所運営団体、地域包括、推進センター

③ 生活支援グループの立ち上げ支援 居場所運営者

④ いくつになっても友達ができる
居場所づくりの実践 民間企業、地域包括、推進センター

⑤ 福祉施設と地域団体の連携による居場所づくり 地域団体、福祉施設

⑥ 地域課題に合わせた居場所づくり 地域団体、福祉施設、地域包括

⑦ 生活課題の解決に向けたイベントの試行実施 地域団体、福祉施設、事業者、民間企業、地域包括

担い手の養成と 
活動支援

⑧ 「見守り対象」から「地域の担い手」へ 地域活動者、地域包括

⑨ 多様な主体と連携して、支え合いの担い手を養成 事業者、いきいき市民活動センター、地域包括、
推進センター

⑩ 男性の生きがいづくり・仲間づくりの支援 地域団体、地域包括、推進センター

関係者のネット 
ワーク構築 ⑪ 地域活動に取り組む運営者のネットワークづくり 居場所等運営者

地域ニーズの 
調査や資源の把握 ⑫ 高齢者の生活支援ニーズに関するアンケート調査 老人福祉センター、地域包括、推進センター

事例テーマ

①気付きをうながす ②みんなをつなぐ ③みんなで取り組む

主な関係機関・団体
※区社協及び区役所・支所は全事例に該当

〈名称・用語を一部略称しています〉
・コーディネーター：地域支え合い活動創出コーディネーター	
・地域包括　　　　：高齢サポート（地域包括支援センター）
・推進センター　　：地域介護予防推進センター
・社協　　　　　　：社会福祉協議会
・民協　　　　　　：学区民生児童委員協議会

・区担当課　　　　：区役所・支所健康長寿推進課
・調整会議　　　　：地域支え合い活動調整会議
・連絡会議　　　　：地域支え合い活動連絡会議
・実務者会議　　　：地域支え合い活動実務者会議
・入門講座　　　　：地域支え合い活動入門講座

【参考２】 地域支え合い活動調整会議は「連絡会議」と「実務者会議」で構成

　調整会議は２つの会議で構成されています。連絡会議は生活支援ニーズや資源などの情報共有を目的とした会議であり、
実務者会議は生活支援サービスの創出に向けて、具体的に取組を進める協議や協力依頼の会議です。

〈地域支え合い活動連絡会議〉（年１回以上開催）
　地域の生活支援ニーズや資源などの情報共有

〈地域支え合い活動連絡会議の構成員〉

〈地域支え合い活動実務者会議〉（随時開催）
　生活支援サービス創出に向けた協議、協力依頼

〈地域支え合い活動連絡会議の構成員〉

【参考１】地域ケア会議と調整会議との関係イメージ図

●地域ケア会議

●地域支え合い活動調整会議

生活支援サービスに関する地域課題について、
調整会議で具体的に検討する必要があるものは、
調整会議に引き継ぎます。

※地域ケア会議との連続開催も想定される

※区役所・支所及び地域包括支援センターは必要に応じて出席

地域包括支援
ネットワークの構築

生活支援サービスの創出

開催者 会議名

区役所・支所 区役所・支所の地域ケア会議
（地域包括支援センター運営協議会）

 高齢サポート
（地域包括支援センタ−）

日常生活圏域の地域ケア会議
学区の地域ケア会議
個々の高齢者の地域ケア会議

開催者 会議名
区役所・支所

（事務局：各区コーディネーター）
・地域支え合い活動連絡会議
・地域支え合い活動実務者会議

　自分たちはどんな地域にしたいのか、そのためには地域でどんな取組ができるか
検討し、新たに担い手となりうる地域住民等とともにできることから取り組みます。
　取組にあたっては、幅広い主体が協働で取り組めるよう各区コーディネーターが
支援します。

主催者
・区役所・支所（開催主体）　・各区コーディネーター （事務局）

主催者
・区役所・支所（開催団体）　　・各区コーディネーター（事務局）

任意構成員
（例）・介護支援専門員会　　　・各区老人クラブ連合会　　　　　・各区民生児童委員会
	　  ・各区社会福祉協議会　　・�ほか、任意で出席を依頼する団体

　テーマ（課題）に応じて出席
・�住民（利用者又は担い手）の立場にある関係団体
・�地域ニーズや地域資源を把握している関係団体
・�生活支援等サービスを担う事業主体、団体
・地域福祉活動等を担う関係団体
・高齢者の生活支援や地域づくりに関係する行政機関　　等

必須構成員
・ 高齢サポート（地域包括支援センタ−）

居場所づくり
41%

地域ニーズ分析
26%

買い物支援
10%

担い手づくり
10%

見守り 9%

情報誌作成 3% 外出支援 1%

実務者会議の開催テーマ
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コーディネーターの

取組事例

コーディネーターの動きと展開

地域ケア会議

コーディネーター

生活支援に関する
地域課題を連絡会
議に引き継ぎ、具
体的に検討

生活支援等を行う多様な団体の参画によって
地域課題について具体的な話し合いが可能に。

地域ケア会議A

連絡会議

連絡会議の構成員

＋ ＋

地域ケア会議B

地域・生活課題

地域・生活課題

区役所
・支所

コーディ
ネーター

地域包括A
地域包括 B

地域包括C

地域包括D

自治連

社　協
民間企業

NPO

等
民　生

地域課題を
把握

・地域の担い手が不足してい
る…
・隣の人の顔が見えない…
・介護と育児が同時に直面し
ている問題も…
・山間部の高齢者の買い物や
外出が…

地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
課
題
の
整
理

学区や日常生活圏域の地域ケア会議での地域課題の把握だけではなく、コーディネーターが地域福祉活
動の実態や地域ケア会議で出された意見などから見出した地域課題を「見える化」することも大事です。
今後は地域ケア会議に参加していない層（ボランティアや住民）からの声も拾い上げていきたいと思い
ます。

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

地域ケア会議

コーディネーター

生活支援に関する
地域課題を連絡会
議に引き継ぎ、具
体的に検討

生活支援等を行う多様な団体の参画によって
地域課題について具体的な話し合いが可能に。

地域ケア会議A

連絡会議

連絡会議の構成員

＋ ＋

地域ケア会議B

地域・生活課題

地域・生活課題

区役所
・支所

コーディ
ネーター

地域包括A
地域包括 B

地域包括C

地域包括D

自治連

社　協
民間企業

NPO

等
民　生

地域課題を
把握

・地域の担い手が不足してい
る…
・隣の人の顔が見えない…
・介護と育児が同時に直面し
ている問題も…
・山間部の高齢者の買い物や
外出が…

地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
課
題
の
整
理

年・月 出来事
平成29年5月 区担当課と調整会議のすすめ方について意見交換。

6月上旬 区担当課やコーディネーターから任意構成員に連
絡会議への打診・参加依頼。

6月中旬 区包括連絡会にてコーディネーターが引き継ぐ生
活支援に関する地域課題を確認。

7月 調整会議 〈連絡会議〉の開催。

7月~ 具体的な検討と創出に向けた取組（必要に応じて実務者会議の開催）。

取組のポイント

その1	� 地域ケア会議に参画し、地域課題を把握。
その2　�地域アセスメントを行い、調整会議に引き

継ぐ生活支援に関する地域課題を設定。
その3　�課題解決に向けた取組に生活支援等を行

う多様な団体が参加。

地域支え合い活動
調整会議〈連絡会議〉〈実務者会議〉の開催
（準備と進め方）
地域包括が開催する地域ケア会議で抽出された生活支援サービス・活動に関する
地域課題を調整会議に引き継ぎ、具体的な検討と創出に向けた取組を進める。

きっかけ（課題になっていたこと等） 取組の展開

●�事業開始から地域ケア会議に参画して、積極
的に地域課題の把握等に努めてきた。
●�地域ケア会議での検討を通じて生活支援に関
する地域課題が浮かび上がり、その具体的な
解決に向けて検討することになった。
●�地域ケア会議から調整会議に引き継いで、生
活支援サービス創出の企画・支援を行った。

●��区担当課とともに、地域ケア会議で把握した
地域課題と地域アセスメントを照合させなが
らエリア毎に共通する課題の設定を行った。
●�共通する課題のうち、生活支援に関する地域
課題の解決に向けては、区包括運営協議会の
構成員の他に生活支援やまちづくりを行う機
関や団体にも、調整会議に参画してもらうこ
とで具体的な検討が可能と考えた。

●�区担当課とコーディネーターが分析した地
域・生活課題を共有し、任意構成員に連絡会
議への参加を打診・依頼した。
●�生活支援に関する地域課題とサービス創出に
向けた取組のイメージを４点立案して、まず
は地域包括や生活支援等を行う多様な団体と
の確認・共有を行った。
●�連絡会議で生活支援に関する地域課題と創出
に向けた取組のイメージを確認・共有した。
●�確認・共有された生活支援に関する地域課題
の取組については、必要に応じて実務者会議

を開催し、具体的な検討と創出に向けた取組
を進めることにした。

　⇒上記、課題1の取組については取組事例②で紹介

1

地域ケア会議

コーディネーター

生活支援に関する
地域課題を連絡会
議に引き継ぎ、具
体的に検討

生活支援等を行う多様な団体の参画によって
地域課題について具体的な話し合いが可能に。

地域ケア会議A

連絡会議

連絡会議の構成員

＋ ＋

地域ケア会議B

地域・生活課題

地域・生活課題

区役所
・支所

コーディ
ネーター

地域包括A
地域包括 B

地域包括C

地域包括D

自治連

社　協
民間企業

NPO

等
民　生

地域課題を
把握

・地域の担い手が不足してい
る…
・隣の人の顔が見えない…
・介護と育児が同時に直面し
ている問題も…
・山間部の高齢者の買い物や
外出が…

地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
課
題
の
整
理

■ 地域ケア会議から出された生活支援に関する地域課題の設定について
地域課題 課題1 課題2 課題3 課題4

テーマ マンションで暮らす
高齢者の生活支援

担い手養成と町内単位
での生活支援

山間地域における高齢者
の買い物・外出支援

山間地域における高齢者
の居場所づくり

取組の範囲・規模 マンション 町・組 学区 学区

取組のイメージ

高齢化が進むマンション
を中心に、居場所づくり
を行う当事者団体への支
援と生活支援活動を一緒
に創り出す

初年度は講座や研修会の
開催を通じて担い手の養
成に力を入れる。2年目
以降に町内単位での生活
支援を考えていく

地元高齢者の困りごと
（買い物）に地域と施設
の協働によって実現可能
な生活支援活動を考えて
いく

地元高齢者の困りごと
（冬季に居場所がないこ
と）に地域と施設の協働
により居場所の開設を目
指す

参考資料
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動の実態や地域ケア会議で出された意見などから見出した地域課題を「見える化」することも大事です。
今後は地域ケア会議に参加していない層（ボランティアや住民）からの声も拾い上げていきたいと思い
ます。

担当コーディネー
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年・月 出来事
平成29年5月 区担当課と調整会議のすすめ方について意見交換。

6月上旬 区担当課やコーディネーターから任意構成員に連
絡会議への打診・参加依頼。

6月中旬 区包括連絡会にてコーディネーターが引き継ぐ生
活支援に関する地域課題を確認。

7月 調整会議 〈連絡会議〉の開催。

7月~ 具体的な検討と創出に向けた取組（必要に応じて実務者会議の開催）。

取組のポイント

その1	� 地域ケア会議に参画し、地域課題を把握。
その2　�地域アセスメントを行い、調整会議に引き

継ぐ生活支援に関する地域課題を設定。
その3　�課題解決に向けた取組に生活支援等を行

う多様な団体が参加。

地域支え合い活動
調整会議〈連絡会議〉〈実務者会議〉の開催
（準備と進め方）
地域包括が開催する地域ケア会議で抽出された生活支援サービス・活動に関する
地域課題を調整会議に引き継ぎ、具体的な検討と創出に向けた取組を進める。

きっかけ（課題になっていたこと等） 取組の展開

●�事業開始から地域ケア会議に参画して、積極
的に地域課題の把握等に努めてきた。

●�地域ケア会議での検討を通じて生活支援に関
する地域課題が浮かび上がり、その具体的な
解決に向けて検討することになった。

●�地域ケア会議から調整会議に引き継いで、生
活支援サービス創出の企画・支援を行った。

●��区担当課とともに、地域ケア会議で把握した
地域課題と地域アセスメントを照合させなが
らエリア毎に共通する課題の設定を行った。

●�共通する課題のうち、生活支援に関する地域
課題の解決に向けては、区包括運営協議会の
構成員の他に生活支援やまちづくりを行う機
関や団体にも、調整会議に参画してもらうこ
とで具体的な検討が可能と考えた。

●�区担当課とコーディネーターが分析した地
域・生活課題を共有し、任意構成員に連絡会
議への参加を打診・依頼した。
●�生活支援に関する地域課題とサービス創出に
向けた取組のイメージを４点立案して、まず
は地域包括や生活支援等を行う多様な団体と
の確認・共有を行った。
●�連絡会議で生活支援に関する地域課題と創出
に向けた取組のイメージを確認・共有した。
●�確認・共有された生活支援に関する地域課題
の取組については、必要に応じて実務者会議

を開催し、具体的な検討と創出に向けた取組
を進めることにした。

　⇒上記、課題1の取組については取組事例②で紹介
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テーマ マンションで暮らす
高齢者の生活支援

担い手養成と町内単位
での生活支援

山間地域における高齢者
の買い物・外出支援

山間地域における高齢者
の居場所づくり
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を中心に、居場所づくり
を行う当事者団体への支
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初年度は講座や研修会の
開催を通じて担い手の養
成に力を入れる。2年目
以降に町内単位での生活
支援を考えていく

地元高齢者の困りごと
（買い物）に地域と施設
の協働によって実現可能
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コーディネーターの

取組事例

生
活
支
援
活
動
①（
相
談
会
）

生
活
支
援
活
動
②（
窓
拭
き
）

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

マンション コーディネーター

居場所運営団体

居場所づくりを続けても…
これまでの居場所活動の振り返りと、今後の活動につ
いて居場所運営団体と一緒に話し合いの場を提案

介護保険についてわか
りやすく教えていただ
いた。
今までは何ともなくて
も高齢になってできな
いことが増えてきた。

気になる人には積極的
に声をかけた。
関係者と助け合える活
動をスタートできたこ
とはうれしい。

実務者会議の開催

生活支援活動（試行）

ひとり暮らし高齢者の増加

居場所運営団体

コーディ
ネーター 推進センター

ひとり暮らし高齢者が
参加してくれない。
○○さん、最近顔を
見ないけど元気かな？

生活支援
活動創出に
向けたネット
ワークづくり

地域包括

困りごと
相談会
□月□日（□）

窓拭きの
お手伝い
□月□日（□）

① ②

活動後の感想利用者 居場所運営団体

マンション コーディネーター

居場所運営団体

居場所づくりを続けても…
これまでの居場所活動の振り返りと、今後の活動につ
いて居場所運営団体と一緒に話し合いの場を提案

介護保険についてわか
りやすく教えていただ
いた。
今までは何ともなくて
も高齢になってできな
いことが増えてきた。

気になる人には積極的
に声をかけた。
関係者と助け合える活
動をスタートできたこ
とはうれしい。

実務者会議の開催

生活支援活動（試行）

ひとり暮らし高齢者の増加

居場所運営団体

コーディ
ネーター 推進センター

ひとり暮らし高齢者が
参加してくれない。
○○さん、最近顔を
見ないけど元気かな？

生活支援
活動創出に
向けたネット
ワークづくり

地域包括

困りごと
相談会
□月□日（□）

窓拭きの
お手伝い
□月□日（□）

① ②

活動後の感想利用者 居場所運営団体

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

居場所の運営を支援する中で、居場所運営団体との関係性ができ、「本当に出てきてほしいと思う人が
来られない。その人を支える手立てがないか」と相談を受けたことから、窓拭きのお手伝いという一つの
生活支援活動を創り出すことができました。今後は、本事例を参考に居場所の運営を通じた課題の抽出や、
新たな生活支援活動の創出に関する支援を推進していきたいと思います。

●�居場所運営団体が新たに行う生活支援活動
（「困りごと相談会」や「窓拭きのお手伝い」）
の企画提案、チラシ作成、助成事業申請など
のサポートをした。
●�気になる高齢者への声かけやチラシの掲示・
配布などは居場所運営団体が担当した。
●�窓拭きのお手伝いの担い手には、入門講座受
講者や地域あんしん支援員の支援対象者にも
お願いし、活動支援をしてもらった。
　�その結果、居場所運営団体以外の方にも活動
を広げるきっかけとなった。

コーディネーターの動きと展開

マンション コーディネーター

居場所運営団体

居場所づくりを続けても…
これまでの居場所活動の振り返りと、今後の活動につ
いて居場所運営団体と一緒に話し合いの場を提案

介護保険についてわか
りやすく教えていただ
いた。
今までは何ともなくて
も高齢になってできな
いことが増えてきた。

気になる人には積極的
に声をかけた。
関係者と助け合える活
動をスタートできたこ
とはうれしい。

実務者会議の開催

生活支援活動（試行）

ひとり暮らし高齢者の増加

居場所運営団体

コーディ
ネーター 推進センター

ひとり暮らし高齢者が
参加してくれない。
○○さん、最近顔を
見ないけど元気かな？

生活支援
活動創出に
向けたネット
ワークづくり

地域包括

困りごと
相談会
□月□日（□）

窓拭きの
お手伝い
□月□日（□）

① ②

活動後の感想利用者 居場所運営団体

●�コーディネーターは、居場所運営団体ととも
に、ニーズの把握と課題解決に向けた具体的
な取組の検討を始めた。
●�実務者会議を開催し、「困りごと相談会」と「窓
拭きのお手伝い」の２つの活動をすることを
決定した。
●�「困りごと相談会」の実施にあたっては、関
係者とのネットワークをつくり、地域包括は
介護保険の説明や相談を担当し、推進セン
ターは、栄養相談を実施した。

●�居場所運営団体からコーディネーターに対し
て「居場所の開催の場には出てこられないが、
気になる高齢者はいる。居場所とは異なる生
活支援サポートがあれば安心して暮らすこと
ができる」と今後の活動展開と「地域支え合
いボランティア活動助成事業」の申請につい
て、相談があった。
●�マンションだけでなく近隣地域においても気
になる高齢者は増加しており、居場所の参加
者を介して「あそこのお婆さん、○○に困っ
てるみたい」と居場所運営団体に相談が入っ
てくるようになった。

年・月 出来事

平成29年8月「地域支え合いボランティア活動助成事業」（京都市）の申請相談。

9月〜10月
ニーズの把握と問題の解決の具体化に向けた話
し合い。生活支援活動の企画立案と関係機関への
協力依頼。

11月 生活支援活動①（相談会）の試行。
平成30年1月 生活支援活動②（窓拭き）の試行。

その1	� 居場所運営から新たな生活支援の活動
を提案。

その2	� 生活支援活動の実現に向けて実務者会
議を開催し、協働による解決を目指す。

高齢化が進むマンションを中心に居場所運営団体への支援を通じて、新たな生活
支援活動の創出につなげる。

2 マンション等で暮らす単身
高齢者への生活支援活動の
提案と支援

取組の展開
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も高齢になってできな
いことが増えてきた。
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に声をかけた。
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動をスタートできたこ
とはうれしい。
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コーディネーターの

取組事例

きっかけ（課題になっていたこと等）

ループ同士の情報交換会に参加した。そこで
各グループが自らの活動を報告し合った。
●�居場所で困りごとをキャッチして活動を行う
Ａさんたちの報告は、他グループから「た
くさんの依頼が
あってすごい!」
という声をいた
だ き、 活 動 を
継続する自信と
なった。

入院することになった。
花の水やりどうしよう…
電球が切れて長いことほっ
たらかし、替えたいけど…

一人暮らしの
近隣の高齢者等

居場所

利用者 居場所運営者
Ａさん

ちょっとしたお手伝
いを、グループを
つくってできないか。

居場所利用者も希望すればメンバーに。
ゆっくり、ぼちぼちと、自分たちのペース
で相談しながら、楽しく。
「一人でがんばる」から「みんなで協力」へ。

話し合いの場を提案
Ａさんとメンバーが一緒に、相談
しながらつくりこむことが大切

準備会を月１～２回ペースで開催

コーディネーター

仕組みづくりをサポート

Ａさん メンバー

コーディネーター
に何でも相談し
た。後押ししてく
れなかったら、こ
こまでできなかっ
た。

ルールをつくっ
てグループで活
動できるのは大
きい。

生活支援グループ設立 !

設立後の感想

入院することになった。
花の水やりどうしよう…
電球が切れて長いことほっ
たらかし、替えたいけど…

一人暮らしの
近隣の高齢者等

居場所

利用者 居場所運営者
Ａさん

ちょっとしたお手伝
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コーディネーター

仕組みづくりをサポート

Ａさん メンバー

コーディネーター
に何でも相談し
た。後押ししてく
れなかったら、こ
こまでできなかっ
た。

ルールをつくっ
てグループで活
動できるのは大
きい。

生活支援グループ設立 !

設立後の感想

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

●�準備会のメンバー全員で、生活支援グループ
の活動についてイメージを共有できるよう、
先行して取り組んでいるグループの運営方法
を紹介した。
●�メンバー全員で話し合い、活動のルールづく
りや、事故やトラブルへの対処等も含んだマ
ニュアルづくりができるようサポートするこ
とで、生活支援グループを立ち上げ運営して
いくことへの不安を解消していった。
●�丁寧に話し合い、準備会の立ち上げから５ヵ
月で、居場所で相談のあった困りごとを解決
するための生活支援グループの活動を開始す
ることになった。
●�活動開始後も全員で話し合うことが継続でき
るよう、定例の懇談会開催を提案し、活動で
感じたことなどを自由に話し合う懇談会を月
に１回開催することになった。
●�活動開始から５ヵ月後、地域での生活支援グ

支援のポイント

コーディネーターの動きと展開

●�入門講座後のフォローアップとして、Ａさん
に声かけした時に、「生活支援グループをつく
りたい」というＡさんの思いを知った。
●�居場所を訪問し、Ａさんと面談した。面談時、
一人で生活支援活動を開始しようとしていた
Ａさんに「一緒に活動したい人はいません
か？」と問いかけると、すぐに思いあたる人
が浮かび上がった。
●�生活支援グループを立ち上げるために、Ａさ
んに一緒に活動したい人とグループをつくっ
て準備会を開催することを提案し、月に１回
程度のペースで開催することになった。

入院することになった。
花の水やりどうしよう…
電球が切れて長いことほっ
たらかし、替えたいけど…

一人暮らしの
近隣の高齢者等

居場所

利用者 居場所運営者
Ａさん

ちょっとしたお手伝
いを、グループを
つくってできないか。

居場所利用者も希望すればメンバーに。
ゆっくり、ぼちぼちと、自分たちのペース
で相談しながら、楽しく。
「一人でがんばる」から「みんなで協力」へ。

話し合いの場を提案
Ａさんとメンバーが一緒に、相談
しながらつくりこむことが大切

準備会を月１～２回ペースで開催

コーディネーター

仕組みづくりをサポート

Ａさん メンバー

コーディネーター
に何でも相談し
た。後押ししてく
れなかったら、こ
こまでできなかっ
た。

ルールをつくっ
てグループで活
動できるのは大
きい。

生活支援グループ設立 !

設立後の感想

●�Aさん（70歳）は20年以上、親の介護をし
てきた。今は一人暮らしとなり、人のため、
自分のために３年前に自宅を改装して「居場
所」を開設した。

●�近隣の高齢者らが集う「居場所」で、利用者
から生活上のちょっとした困りごとの相談を
受けることが増えてきたため、生活支援グ
ループを立ち上げて活動したいと思うように
なった。
●�Aさんは友人と一緒に受講した入門講座を
きっかけに、コーディネーターと出会った。

年・月 出来事

平成29年３月 入門講座の実施。

４月 Ａさんの居場所を訪問。準備会開催の提案。

５月～ 準備会に参加。（月１回程度のペース）

９月～ 生活支援グループの活動開始。

その1	 入門講座をきっかけにした支援。
その2	� 定期的にみんなで話し合う場を持つよ

う提案。
その3	� 事前にルールづくりをして、グループ

運営への不安を解消。
立ち上げに向けたグループづくりと活動の仕組みづくりをサポート。

生活支援グループの
立ち上げ支援

3

生活支援の活動者は、対象者の生活の深いところまで知ることになるため、利用者の課題を抱え込んで
しまうことがあります。グループの支援をしていて、活動者同士が日頃の生活で感じる悩み等を相談でき
る場所をつくることが大切だと感じています。
本事例では、「居場所」を拠点に生活支援グループの活動をしているため、活動者全体の顔の見える関
係性がはじめからあり、活動開始前からみんなで話し合ってルールをつくることができました。また、活
動開始後の情報共有も日常的にできています。しかしながら、「居場所」のオープンな空間では話しにく
い事柄もあるため、自由に話し合うことができる定例の懇談会開催を提案しました。
Aさんたちのグループでは、月に１回懇談会を開催し、活動者同士が互いに相談し合いながら、活動を
継続できています。今後も、必要に応じて情報提供等の支援をしていきたいです。

取組の展開

準備会の様子
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いくことへの不安を解消していった。
●�丁寧に話し合い、準備会の立ち上げから５ヵ
月で、居場所で相談のあった困りごとを解決
するための生活支援グループの活動を開始す
ることになった。
●�活動開始後も全員で話し合うことが継続でき
るよう、定例の懇談会開催を提案し、活動で
感じたことなどを自由に話し合う懇談会を月
に１回開催することになった。
●�活動開始から５ヵ月後、地域での生活支援グ

支援のポイント

コーディネーターの動きと展開

●�入門講座後のフォローアップとして、Ａさん
に声かけした時に、「生活支援グループをつく
りたい」というＡさんの思いを知った。

●�居場所を訪問し、Ａさんと面談した。面談時、
一人で生活支援活動を開始しようとしていた
Ａさんに「一緒に活動したい人はいません
か？」と問いかけると、すぐに思いあたる人
が浮かび上がった。

●�生活支援グループを立ち上げるために、Ａさ
んに一緒に活動したい人とグループをつくっ
て準備会を開催することを提案し、月に１回
程度のペースで開催することになった。

入院することになった。
花の水やりどうしよう…
電球が切れて長いことほっ
たらかし、替えたいけど…

一人暮らしの
近隣の高齢者等

居場所

利用者 居場所運営者
Ａさん

ちょっとしたお手伝
いを、グループを
つくってできないか。

居場所利用者も希望すればメンバーに。
ゆっくり、ぼちぼちと、自分たちのペース
で相談しながら、楽しく。
「一人でがんばる」から「みんなで協力」へ。

話し合いの場を提案
Ａさんとメンバーが一緒に、相談
しながらつくりこむことが大切

準備会を月１～２回ペースで開催

コーディネーター

仕組みづくりをサポート

Ａさん メンバー

コーディネーター
に何でも相談し
た。後押ししてく
れなかったら、こ
こまでできなかっ
た。

ルールをつくっ
てグループで活
動できるのは大
きい。

生活支援グループ設立 !

設立後の感想

●�Aさん（70歳）は20年以上、親の介護をし
てきた。今は一人暮らしとなり、人のため、
自分のために３年前に自宅を改装して「居場
所」を開設した。

●�近隣の高齢者らが集う「居場所」で、利用者
から生活上のちょっとした困りごとの相談を
受けることが増えてきたため、生活支援グ
ループを立ち上げて活動したいと思うように
なった。

●�Aさんは友人と一緒に受講した入門講座を
きっかけに、コーディネーターと出会った。

年・月 出来事

平成29年３月 入門講座の実施。

４月 Ａさんの居場所を訪問。準備会開催の提案。

５月～ 準備会に参加。（月１回程度のペース）

９月～ 生活支援グループの活動開始。

その1	 入門講座をきっかけにした支援。
その2	� 定期的にみんなで話し合う場を持つよ

う提案。
その3	� 事前にルールづくりをして、グループ

運営への不安を解消。
立ち上げに向けたグループづくりと活動の仕組みづくりをサポート。

生活支援グループの
立ち上げ支援

3

生活支援の活動者は、対象者の生活の深いところまで知ることになるため、利用者の課題を抱え込んで
しまうことがあります。グループの支援をしていて、活動者同士が日頃の生活で感じる悩み等を相談でき
る場所をつくることが大切だと感じています。
本事例では、「居場所」を拠点に生活支援グループの活動をしているため、活動者全体の顔の見える関
係性がはじめからあり、活動開始前からみんなで話し合ってルールをつくることができました。また、活
動開始後の情報共有も日常的にできています。しかしながら、「居場所」のオープンな空間では話しにく
い事柄もあるため、自由に話し合うことができる定例の懇談会開催を提案しました。
Aさんたちのグループでは、月に１回懇談会を開催し、活動者同士が互いに相談し合いながら、活動を
継続できています。今後も、必要に応じて情報提供等の支援をしていきたいです。

取組の展開

準備会の様子
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コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

コーディネーターの動きと展開

人と交流
したい

高齢者を元気にする
支援がしたい

活動の場が
ほしい

社会参加を
促したい

語る会で判明した
地域の課題

『高齢者の孤独』

みんなで決めて、みんなでつくる居場所

協議

交
流
を
軸
に
み
ん
な
で
決
め
る

みんなで粕汁を
作って食べよう

参加者 委員会

会場の調整
するよ

みんなを信じて
まかせるよ！

参加者が増える
よう、声かけ
するね

会計は
得意だよ

●取組の主役
●それぞれが得意なこと、
　できることをする

●参加者のサポート
●支援者も一緒に
　楽しむ！

自由な居場所がほしい

住民

住民

住民 生活支援
コーディネーター

生活支援
コーディネーター

民間企業 ご近所付き合いが
ない

家ではいつも一人

こんなに笑ったの
久しぶり

次はどんなイベ
ントをしたら人
が集まるかな？
そろそろネタが
尽きてきた。

アンケートの結果で
は、イベントの内容
よりも参加者同士の
交流が好評のようで
す。

買い物なら
まかせて

●�参加者が主体的に居場所の運営に関わること
ができるよう、毎回参加者全員で次回何をす
るのかを検討する時間を持つよう促した。
●�最初は、「片付け」や「健康」等の興味をひ
くテーマのイベントを実施することで、大勢
の人を居場所に集めることに徹した。
●�回数を重ねるにつれて、イベントの内容を目
的に参加するのではなく、イベントで出会っ
た人に会いに来る場所に変化してきた。アン
ケート結果も、参加者同士の交流に喜びを感
じているという声が増えてきたため、今後目
指す居場所のスタイルを検討してみてはどう
かと提案した。

●�参加者全員で話し合った結果、特別なイベン
トを繰り返すのではなく、参加者同士が友達
になることを軸として、参加者が積極的に居
場所運営に関わっていくスタイルに変えた。

「楽しい」ということは、「主体的に活動」できていることだと思います。主体的に活動するためには、
目的が必要です。事例では、イベント目当てに参加した人も、次第に居場所のお友達に会うことを楽しみ
に集まるよう変わりました。そこで、参加者全員でやりたいことを決める居場所に切り替えると、自然と
役割分担が生まれて、開催準備の負担が一人に集中することのない、『無理をしない』居場所の「開催」
につながりました。
また、この『無理をしない』には、もう一つ意味があります。それは、無理をして「参加」しなくても
良いということです。「来月こなかったら、再来月もこれないというのはやめようね」と声をかけ合い、
参加できない日があっても、またいつでも来られる自由な居場所を目指しています。そのためには、参加
者同士がお友達になることが重要です。参加者間の交流を大切に、いくつになっても笑い合える無理をし
ない居場所を広めていきたいと考えています。

●�居場所のスタイルを変更することで、「寒くなっ
てきたからみんなで粕汁を作ろう」と決まった
ら、それぞれが「粕汁のレシピを準備するよ」「お
買い物してきますよ」「会計なら任せて」等と
自分が得意なこと、できることを提案して主体
的に居場所に参加するようになった。

●�運営費をどこから捻出するかも参加者全員で
検討し、「自分達がやりたいことをするための
お金は自分達で出そう」と決め、参加費を集
めて、お食事会、クリスマス、節分や七夕と
いった季節の行事を実施することにした。
●�次第に、参加者だけでなく委員会の活動を支
援する民間企業も一緒に楽しむようになり、
それぞれが得意なことを持ち寄って集まるみ
んなが「無理をしない」居場所づくりができ
たと感じている。
●�このみんなが「無理をしない」居場所を広め
るために、他の地域で同じ方法で居場所をつ

人と交流
したい

高齢者を元気にする
支援がしたい

活動の場が
ほしい

社会参加を
促したい

語る会で判明した
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軸
に
み
ん
な
で
決
め
る

みんなで粕汁を
作って食べよう

参加者 委員会

会場の調整
するよ

みんなを信じて
まかせるよ！

参加者が増える
よう、声かけ
するね

会計は
得意だよ

●取組の主役
●それぞれが得意なこと、
　できることをする

●参加者のサポート
●支援者も一緒に
　楽しむ！

自由な居場所がほしい

住民

住民

住民 生活支援
コーディネーター

生活支援
コーディネーター

民間企業 ご近所付き合いが
ない

家ではいつも一人

こんなに笑ったの
久しぶり

次はどんなイベ
ントをしたら人
が集まるかな？
そろそろネタが
尽きてきた。

アンケートの結果で
は、イベントの内容
よりも参加者同士の
交流が好評のようで
す。

買い物なら
まかせて

年・月 出来事
平成28年11月「健康と地域について語る会」を開催。

平成29年1～3月「自由な居場所づくり」の企画検討。

4～6月「片付け」をテーマとしたイベントを開催。（居場所①）

7～8月「健康」をテーマとしたイベントを開催。（居場所①）

9月～ 参加者が楽しみながら運営を手伝う居場所づくりに
転換。（居場所①）

11～12月 他地域での「自由な居場所」開設を検討。（居場所②）

12月 ２つ目の居場所のスタートイベントを開催。（居場所②）

その1	� 段階的に居場所のスタイルを変える。
その2	� 参加者同士の交流を大切に、友達ができる

居場所にする。
その3	 支援者も一緒に居場所を楽しむ。

住民の主体的な取組を広めるため、みんなが「無理をしない」居場所づくりを広
めていく。

●�地域包括や推進センターの専門職は、「地域
のつながりが弱くなった」と感じていた。
●�地域住民の日常生活に対する思いを知るため
に、「健康と地域について語る会」を開催した。
●�語る会で、地域の高齢者の孤独が浮き彫りに
なり、参加者から気軽に参加できる自由な居
場所がほしいという声が多くあがった。
●�そこで、語る会のアンケート結果を踏まえて、
地域住民と活動を支援する民間企業とでつ
くった委員会で、関心が高いテーマのイベン
トを月に１回のペースで開催することにした。

いくつになっても友達が
できる居場所づくりの実践

4

粕汁会
担当コーディネー

ターの

コメントと今後の
展開

人と交流
したい

高齢者を元気にする
支援がしたい
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社会参加を
促したい

語る会で判明した
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みんなで決めて、みんなでつくる居場所
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交
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軸
に
み
ん
な
で
決
め
る

みんなで粕汁を
作って食べよう

参加者 委員会

会場の調整
するよ

みんなを信じて
まかせるよ！

参加者が増える
よう、声かけ
するね

会計は
得意だよ

●取組の主役
●それぞれが得意なこと、
　できることをする

●参加者のサポート
●支援者も一緒に
　楽しむ！

自由な居場所がほしい

住民

住民

住民 生活支援
コーディネーター

生活支援
コーディネーター

民間企業 ご近所付き合いが
ない

家ではいつも一人

こんなに笑ったの
久しぶり

次はどんなイベ
ントをしたら人
が集まるかな？
そろそろネタが
尽きてきた。

アンケートの結果で
は、イベントの内容
よりも参加者同士の
交流が好評のようで
す。

買い物なら
まかせて

取組の展開

くることに挑戦したところ、こちらも「いく
つになっても友達ができる」居場所として、
地域に定着してきた。
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るのかを検討する時間を持つよう促した。

●�最初は、「片付け」や「健康」等の興味をひ
くテーマのイベントを実施することで、大勢
の人を居場所に集めることに徹した。

●�回数を重ねるにつれて、イベントの内容を目
的に参加するのではなく、イベントで出会っ
た人に会いに来る場所に変化してきた。アン
ケート結果も、参加者同士の交流に喜びを感
じているという声が増えてきたため、今後目
指す居場所のスタイルを検討してみてはどう
かと提案した。

●�参加者全員で話し合った結果、特別なイベン
トを繰り返すのではなく、参加者同士が友達
になることを軸として、参加者が積極的に居
場所運営に関わっていくスタイルに変えた。

「楽しい」ということは、「主体的に活動」できていることだと思います。主体的に活動するためには、
目的が必要です。事例では、イベント目当てに参加した人も、次第に居場所のお友達に会うことを楽しみ
に集まるよう変わりました。そこで、参加者全員でやりたいことを決める居場所に切り替えると、自然と
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につながりました。
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9月～ 参加者が楽しみながら運営を手伝う居場所づくりに
転換。（居場所①）

11～12月 他地域での「自由な居場所」開設を検討。（居場所②）

12月 ２つ目の居場所のスタートイベントを開催。（居場所②）

その1	� 段階的に居場所のスタイルを変える。
その2	� 参加者同士の交流を大切に、友達ができる

居場所にする。
その3	 支援者も一緒に居場所を楽しむ。

住民の主体的な取組を広めるため、みんなが「無理をしない」居場所づくりを広
めていく。

●�地域包括や推進センターの専門職は、「地域
のつながりが弱くなった」と感じていた。
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ラジオ体操は、多くの人にとって親しみがあり、短時間で気軽に参加することができ、生活習慣に取り
入れやすい取組です。健康増進の効果はもとより、参加者同士の交流が生まれ、施設が身近な相談窓口で
あることや施設の入所者も地域の一員であるということへの理解が得られるなど、地域とのつながりをつ
くるきっかけにもなります。
さらに、ラジオ体操は実施する内容が決まっており、短時間でできるため運営者にとっても負担が少な
く、継続的に福祉施設が地域貢献を行うことができます。今では、地域団体が気になる方への声かけを行
い、福祉施設が地域住民の居場所になっています。
お互いの顔が見える関係の構築から、気にかけ合う関係、困りごとを助け合う関係に発展することも期
待できます。
今後は、継続開催を支援しつつ、この取組を新たな地域に広めていくために関係機関に働きかけていき
たいと思います。

●�地域団体（学区自治連合会、学区保健協議会
連合会）の協力を得て、福祉施設が週１回の
ラジオ体操を開始した。ラジオ体操には、地
域住民と施設の入所者が参加し、交流につな
がった。

●�福祉施設の職員に、高齢者の居場所運営者の
情報交換会に参加してもらうなど、コーディ
ネーターが継続開催のための側面的な支援を
行った。

●�区内にある福祉施設が地域団体と協働して
行っているラジオ体操の取組について、相談
を受けた福祉施設に紹介し、実務者会議で実
施に向けて詳細を検討することになった。
●�ラジオ体操の見学等を通じて、運営方法を学
ぶ機会をつくり、福祉施設に居場所のイメー
ジを持ってもらった。
●�福祉施設におけるラジオ体操の開催に向け
て、学区保健協議会連合会や学区自治連合会
等の地域団体との調整を行った。

●��コーディネーターが福祉施設職員から生活支
援サービス等に関する情報を収集する中で、
地域と良好な関係を構築したいが手法がわか
らないという福祉施設の課題を把握すること
ができた。
●��地域では、健康寿命の延伸が課題になってお
り、地域団体、関係機関、行政が一体となり、
学区ごとの健康増進の取組を推進することが
求められていた。
●�連絡会議において、介護予防、健康寿命の延
伸に資する通いの場の支援を強化することが
決まった。

5
年・月 出来事

平成29年
3月

福祉施設の運営推進会議に参加。施設の悩みを把握。
連絡会議において居場所・サロン・健康教室などの支援強
化をすることが決定。

5月 実務者会議を開催し、居場所について福祉施設と、具体的
な検討を開始。

9月 実務者会議に地域団体を加えて、開催内容の詳細を決定。
10月 居場所（ラジオ体操）の運営開始。

その１	� 福祉施設のニーズと地域のニーズとの
丁寧なつなぎ役を務め、お互いの関
係性の促進を支援。

その２	� ラジオ体操等の先行事例を紹介するこ
とにより、イメージが持てるよう福祉
施設に働きかけ。

その３	� 地域住民と施設の入所者の交流を促
し、施設の地域貢献を支援。

連絡会議で高齢者の居場所の増設を地域ニーズと設定して、関係機関や地域団体
と連携して開催。

福祉施設と地域団体の
連携による居場所づくり

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

取組の展開

ラ
ジ
オ
体
操
の
様
子
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ほしい　など

地域団体

区社協 地域包括

懇談会の設置

「地域が元気になるこ
とを考えよう」を合言
葉に、みんなが安心し
て集える居場所づくり
を実現しよう。

地域を元気
にしたい

〈地域団体〉

〈区社協〉

〈福祉施設〉 〈地域包括〉

役割の調整

居場所の開設

住民暮らし
アンケート

全戸訪問
120名

110名から回答

居場所が必要

〈結果〉 会場までの送迎
レクリエーション

学校教室の提供
取組の周知
運営の担い手

チラシの作成
高齢者の情報提供

助成金の申請支援
活動保険等の情報
提供

少子高齢化だけでなく、人口減少も著しい地域で、高齢者が元気でいきいきと暮らし続けるために何が
必要なのかを聴く機会として、住民全体に対してのアンケート調査を実施しました。その結果、人とつな
がる場所を求める声が多いと判明し、それを地域全体で共有したことで、地域住民が課題解決に前向きに
取り組むきっかけになったように思います。
また、地域包括と密な連携をとることで、中山間地域の福祉施設が持つ社会資源を活用することができ、
地域と福祉施設をつなぐきっかけにもなりました。

●�居場所の開設にあたって課題となった「場所」
と「運営費」を解決するために、コーディネー
ターが学校の空き教室活用の提案・調整や助
成金申請等の支援を行った。
●�構成メンバーの持つ技術や資源を把握し、そ
れぞれが担う役割の調整を行った。
●�アンケート調査結果に基づいて、懇談会から
居場所づくりプロジェクトに移行した。
●�地域団体や、地域包括、福祉施設、区社協の
協働を促進することで、居場所の開設におけ
る課題が解決し、お互いの信頼関係が深まっ
た。特に、会場までの送迎は、福祉施設によ
る地域貢献のひとつとして実施することに
なった。

●�既設の地域の活性化を検討する懇談会にコー
ディネーターも参画することになった。
●�地域ニーズを把握するためのアンケート調査
を提案した。
●�地域団体や、地域包括とともにアンケート調
査を実施して、その結果から改めて居場所が
必要であることを共通の認識とした。

●�少子高齢化と転出の増加により人口が減少
し、地域住民による支え合いが一層求められ
ていた。
●�集落が点在する地域で、みんなが集まって気
軽に話ができる場所がなく、居場所づくりが
課題になっていた。
●�高齢化する担い手問題により、運営方法にも
工夫が求められていた。

年・月 出来事

平成27年９月
地域の活性化を検討する懇談会を設置。
（構成員：学区社協、民協、自治連、老人福祉員、
地域包括、福祉施設、区社協、単位老人クラブ）

平成28年7月 地域支え合い活動創出コーディネーターが懇
談会に参画。

10~11月 地域住民のアンケートを実施。
12月 居場所づくりプロジェクトを発足。

平成29年4月 居場所の開設。

その１	� ネットワークを構築して、構成メンバー
が役割を分担し、高齢化する地域の担い
手の負担軽減を目指す。

その２	� アンケート結果を効果的に活用する。

中山間地域で暮らす住民の課題分析を行い、住民が地域の課題に自発的に参加で
きるよう、地域団体、地域包括、福祉施設の協働を促進して、居場所の立ち上げ
を支援。

地域課題に合わせた
居場所づくり
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地域団体からの切実な声とその声に何とか応えたいという地域包括等の思いから、みんなでイベントを
企画しました。
地域団体や協力事業者が顔を合わせて、「こうしたい」「ここは対応できる」等の話し合いを重ねることで、
互いの現状を伝え合い、着地点を見つけていくことができました。
イベント終了後は、実務者会議で移動販売の定期実施に向けて協議を続けました。定期実施を実現する
にあたって、高齢者がより身近な場所で買い物ができるよう複数の拠点の確保や、買い物客を集め続ける
ことが課題であると判明しました。その後、販売拠点として学校や福祉施設等の敷地を借りるお願いをし
たり、地域団体とともに地域住民への移動販売の周知や買い物に来られた高齢者への支援体制を考えたり
して、地域全体で移動販売の定期実施を実現しました。

●�イベントを開催して「移動販売車による買い
物支援」、「福祉施設の設備を活用した入浴支
援」、「事業者の協力による配食弁当の試食会」
の３つの取組を実施した。
●�特に好評だった移動販売については、継続し
て実務者会議を開催して定期実施に向けた検
討を進めることにした。

●�民間企業や福祉施設等、様々な関係者が地域
ケア会議に参加できるよう調整した。
●�地域住民の課題意識を把握するためにアン
ケート調査を実施し、取組の方向性を検討す
る基礎資料を作成した。
●�具体的な解決策につなげるため、買物支援や
入浴支援等のお試しイベントを実施すること
とし、実務者会議を開催して詳細を詰めて
いった。
●�実施に向けたイメージを明確にするため、他
地域での取組事例の見学を調整した。

●�地域の高齢化に伴って、個人商店の廃業が進
んでいる上、坂が多くて交通網が十分に整備
されていない状況で、生活用品の購入や飲食
物の調達に困る高齢者が多くいた。
●�自宅に入浴設備が無い古い家屋やアパートが
多いにもかかわらず、近隣の銭湯は廃業し始
めており、遠方に足を運ばなければ入浴がで
きない高齢者がいた。
●�地域ケア会議で地域住民や民生委員から、課
題を解決したいとの意見が出ていた。

年・月 出来事

平成27
年度

地域ケア会議で社会資源について協議した際、地域団体
から買い物弱者・入浴弱者に関する話題が挙がり、日常
生活圏域の地域課題の優先事項に。地域ケア会議におい
て地域と民間企業（移動販売）の意見交換を実施。

平成28
年度

他区における成功事例等も踏まえ、買い物弱者の課題
に対して民間企業（移動販売）が参画。

平成29
年5月

地域住民を交えて、買い物弱者の課題について移動販
売試行の協議を重ねる。

11月 試行イベントを開催して、事業効果を分析。

平成30
年1月 定期実施に向けて協議。

その１	� 地域ケア会議や個別相談の積み重ねで
明らかになった地域課題に取り組む。

その２	� 地域住民と様々な関係者が実務者会議
で課題を共有する。

その３	� 近隣の福祉施設にも声をかけ、地域課
題に対する理解と協力を得る。

7

「買い物をする場所がない」という地域の生活課題を解消するため、移動販売の実
施に向けて、地域住民と民間企業等を「つなぐ」役割を担う。

生活課題の解決に向けた
イベントの試行実施

参考資料（困りごとアンケート）
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入浴設備の提供
移動販売の会場提供

要員協力

〈地域包括〉
高齢者サービス

の周知
イベント
の開催

〈民間企業〉
移動販売の
試行実施

ひとり暮ら
し高齢者宅
への訪問活
動や健康す
こやか学級
等で実施

地域団体
地域団体

役割分担
など協議

民間企業

他地域での取組事例の見学

実施に向けたイメージが
明確に

コーディネーター

地域包括

集計

作成

聞き取り

地域ケア会議 実務者会議

「店や銭湯が廃業してとて
も不便」

「バスがないからわざわ
ざタクシーで買い物や風
呂に行く人も！」

困
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ご
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ン
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ー
ト

解決したい

〈地域団体〉
住民への
参加呼びかけ

〈事業者〉
配食の
試食提供

〈福祉施設〉
入浴設備の提供
移動販売の会場提供

要員協力

〈地域包括〉
高齢者サービス

の周知
イベント
の開催

〈民間企業〉
移動販売の
試行実施

ひとり暮ら
し高齢者宅
への訪問活
動や健康す
こやか学級
等で実施

地域団体
地域団体

役割分担
など協議

民間企業

他地域での取組事例の見学

実施に向けたイメージが
明確に

コーディネーター

地域包括

集計

作成

聞き取り

地域ケア会議 実務者会議

「店や銭湯が廃業してとて
も不便」

「バスがないからわざわ
ざタクシーで買い物や風
呂に行く人も！」

困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト

解決したい

〈地域団体〉
住民への
参加呼びかけ

〈事業者〉
配食の
試食提供

〈福祉施設〉
入浴設備の提供
移動販売の会場提供

要員協力

〈地域包括〉
高齢者サービス

の周知
イベント
の開催

〈民間企業〉
移動販売の
試行実施

ひとり暮ら
し高齢者宅
への訪問活
動や健康す
こやか学級
等で実施

地域団体からの切実な声とその声に何とか応えたいという地域包括等の思いから、みんなでイベントを
企画しました。
地域団体や協力事業者が顔を合わせて、「こうしたい」「ここは対応できる」等の話し合いを重ねることで、
互いの現状を伝え合い、着地点を見つけていくことができました。
イベント終了後は、実務者会議で移動販売の定期実施に向けて協議を続けました。定期実施を実現する
にあたって、高齢者がより身近な場所で買い物ができるよう複数の拠点の確保や、買い物客を集め続ける
ことが課題であると判明しました。その後、販売拠点として学校や福祉施設等の敷地を借りるお願いをし
たり、地域団体とともに地域住民への移動販売の周知や買い物に来られた高齢者への支援体制を考えたり
して、地域全体で移動販売の定期実施を実現しました。

●�イベントを開催して「移動販売車による買い
物支援」、「福祉施設の設備を活用した入浴支
援」、「事業者の協力による配食弁当の試食会」
の３つの取組を実施した。
●�特に好評だった移動販売については、継続し
て実務者会議を開催して定期実施に向けた検
討を進めることにした。

●�民間企業や福祉施設等、様々な関係者が地域
ケア会議に参加できるよう調整した。
●�地域住民の課題意識を把握するためにアン
ケート調査を実施し、取組の方向性を検討す
る基礎資料を作成した。
●�具体的な解決策につなげるため、買物支援や
入浴支援等のお試しイベントを実施すること
とし、実務者会議を開催して詳細を詰めて
いった。
●�実施に向けたイメージを明確にするため、他
地域での取組事例の見学を調整した。

●�地域の高齢化に伴って、個人商店の廃業が進
んでいる上、坂が多くて交通網が十分に整備
されていない状況で、生活用品の購入や飲食
物の調達に困る高齢者が多くいた。
●�自宅に入浴設備が無い古い家屋やアパートが
多いにもかかわらず、近隣の銭湯は廃業し始
めており、遠方に足を運ばなければ入浴がで
きない高齢者がいた。
●�地域ケア会議で地域住民や民生委員から、課
題を解決したいとの意見が出ていた。

年・月 出来事

平成27
年度

地域ケア会議で社会資源について協議した際、地域団体
から買い物弱者・入浴弱者に関する話題が挙がり、日常
生活圏域の地域課題の優先事項に。地域ケア会議におい
て地域と民間企業（移動販売）の意見交換を実施。

平成28
年度

他区における成功事例等も踏まえ、買い物弱者の課題
に対して民間企業（移動販売）が参画。

平成29
年5月

地域住民を交えて、買い物弱者の課題について移動販
売試行の協議を重ねる。

11月 試行イベントを開催して、事業効果を分析。

平成30
年1月 定期実施に向けて協議。

その１	� 地域ケア会議や個別相談の積み重ねで
明らかになった地域課題に取り組む。

その２	� 地域住民と様々な関係者が実務者会議
で課題を共有する。

その３	� 近隣の福祉施設にも声をかけ、地域課
題に対する理解と協力を得る。

7

「買い物をする場所がない」という地域の生活課題を解消するため、移動販売の実
施に向けて、地域住民と民間企業等を「つなぐ」役割を担う。

生活課題の解決に向けた
イベントの試行実施

参考資料（困りごとアンケート）

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

取組の展開

移
動
販
売
の
試
行
実
施
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コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

コーディネーターの動きと展開
代表者等出席

〈課題〉
助け合いを広めていきたいが、
一部の人が地域活動を掛け持
ち状態。担い手の高齢化も進み、
新しいメンバーが増えない。

65歳～74歳の区内
3,965名を対象（各地
域包括が郵送）等
みんなで支え合い、
自分らしく活躍でき
るまちを目指し、興
味のある活動※を調査

地域包括

コーディネーター

コーディネーター

地域包括 区社協

参加者
38名区社協 区担当課

実務者会議

一人暮らし高齢者を「見守る」
だけでなく、地域「活動」に
参加してもらおう。それが「生
きがいづくり・介護予防」に
つながるよね。

今からでも何かできないか、できれば何
か役に立てればと考え参加した。このよ
うな集まりをこれからも続けてほしい。

活動意向アンケート実施
一人暮らし高齢者訪問活動を活用

第1回地域支え合いタウンミーティング開催
参加者が地域活動に出会う場を設定

回答者等に案内

支え合い型ヘルプサー
ビス
認知症サポーター
高齢者サロンのお手伝い
公園体操ボランティア
子ども食堂
山間地域ボランティア
単位老人クラブ
地域支え合い活動入門
講座 等

地域
活動者

※（活動内容）
橋渡しを開始

参加者
回答者305名

地域活動に興味が
あると回答した高齢者

代表者等出席

〈課題〉
助け合いを広めていきたいが、
一部の人が地域活動を掛け持
ち状態。担い手の高齢化も進み、
新しいメンバーが増えない。

65歳～74歳の区内
3,965名を対象（各地
域包括が郵送）等
みんなで支え合い、
自分らしく活躍でき
るまちを目指し、興
味のある活動※を調査

地域包括

コーディネーター

コーディネーター

地域包括 区社協

参加者
38名区社協 区担当課

実務者会議

一人暮らし高齢者を「見守る」
だけでなく、地域「活動」に
参加してもらおう。それが「生
きがいづくり・介護予防」に
つながるよね。

今からでも何かできないか、できれば何
か役に立てればと考え参加した。このよ
うな集まりをこれからも続けてほしい。

活動意向アンケート実施
一人暮らし高齢者訪問活動を活用

第1回地域支え合いタウンミーティング開催
参加者が地域活動に出会う場を設定

回答者等に案内

支え合い型ヘルプサー
ビス
認知症サポーター
高齢者サロンのお手伝い
公園体操ボランティア
子ども食堂
山間地域ボランティア
単位老人クラブ
地域支え合い活動入門
講座 等

地域
活動者

※（活動内容）
橋渡しを開始

参加者
回答者305名

地域活動に興味が
あると回答した高齢者

代表者等出席

〈課題〉
助け合いを広めていきたいが、
一部の人が地域活動を掛け持
ち状態。担い手の高齢化も進み、
新しいメンバーが増えない。

65歳～74歳の区内
3,965名を対象（各地
域包括が郵送）等
みんなで支え合い、
自分らしく活躍でき
るまちを目指し、興
味のある活動※を調査

地域包括

コーディネーター

コーディネーター

地域包括 区社協

参加者
38名区社協 区担当課

実務者会議

一人暮らし高齢者を「見守る」
だけでなく、地域「活動」に
参加してもらおう。それが「生
きがいづくり・介護予防」に
つながるよね。

今からでも何かできないか、できれば何
か役に立てればと考え参加した。このよ
うな集まりをこれからも続けてほしい。

活動意向アンケート実施
一人暮らし高齢者訪問活動を活用

第1回地域支え合いタウンミーティング開催
参加者が地域活動に出会う場を設定

回答者等に案内

支え合い型ヘルプサー
ビス
認知症サポーター
高齢者サロンのお手伝い
公園体操ボランティア
子ども食堂
山間地域ボランティア
単位老人クラブ
地域支え合い活動入門
講座 等

地域
活動者

※（活動内容）
橋渡しを開始

参加者
回答者305名

地域活動に興味が
あると回答した高齢者

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

参加者は自分の住むまちの活動を知ることで、何かしたいという意欲喚起につながり、地域の活動者に
とっては日頃の活動内容を発表することでモチベーション維持にもつながる取組となりました。
タウンミーティング実施後、より小さなエリアで、地域の活動に興味のある方と地域の活動が出会う場
づくりが展開されています。
今後も、意欲を持った方が活動に踏み出せるような仕組みを考えていきたいと思います。

●�地域包括、区社協、区担当課、コーディネー
ターの協働によるタウンミーティングを開催
した。各活動者からの活動発表と日常生活圏
域ごとのグループワークを行った。「こんな
地域にしたい」「こういうことはできる」等
と話し合うことができた。
●�タウンミーティング参加者にとって、イメー
ジを膨らませるきっかけとなり、今後の活動
への橋渡しやコーディネーターが開催する入
門講座の受講へとつながった。

●�地域包括や区担当課と協働して、一人暮らし
高齢者等3,965名を対象にアンケートを行っ
た。
●�アンケートで把握予定の地域活動に興味があ
る一人暮らし高齢者と地域活動との出会いの
場をつくるため、タウンミーティングを開催
することにした。
●�アンケート結果から、地域活動に興味がある
と回答した305名に対して、タウンミーティ
ングの開催を案内した。

●�地域の活動者から、地域活動の課題は「一部
の人が地域活動を掛け持ちしている上、担い
手の高齢化が進み、新しいメンバーが増えな
いことだ」との切実な声が挙がっていた。
●�実務者会議を開いて、生活支援の担い手の養
成や活動支援のあり方を活発に議論した。
●�結果、各地域包括が行う一人暮らしの高齢者
宅への訪問活動のお知らせにアンケートを同
封して、地域活動への参加を呼びかけること
にした。

その１	� 一人暮らしの高齢者が見守り対象になる
だけでなく地域活動に参加してもらう。

その２	� 地域活動に興味のある方を対象に、地
域活動との出会いの場「タウンミーティ
ング」を開催する。

地域包括と協働して、一人暮らしの高齢者が“見守り対象”になるだけでなく“地
域の担い手”として活躍できるよう、地域活動との出会いの場をつくる。

「見守り対象」から
「地域の担い手」へ

8
年・月 出来事

平成29年6月 地域課題抽出。

7月 企画検討・調整。

9～10月 活動意向アンケート郵送。	
集計分析／タウンミーティング準備。（5回）

11月 タウンミーティング開催。（38名参加）

12月～ 参加者への活動支援。

タウンミーティングの様子 グループワークの様子

取組の展開

次のページ
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コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

コーディネーターの動きと展開
代表者等出席

〈課題〉
助け合いを広めていきたいが、
一部の人が地域活動を掛け持
ち状態。担い手の高齢化も進み、
新しいメンバーが増えない。

65歳～74歳の区内
3,965名を対象（各地
域包括が郵送）等
みんなで支え合い、
自分らしく活躍でき
るまちを目指し、興
味のある活動※を調査

地域包括

コーディネーター

コーディネーター

地域包括 区社協

参加者
38名区社協 区担当課

実務者会議

一人暮らし高齢者を「見守る」
だけでなく、地域「活動」に
参加してもらおう。それが「生
きがいづくり・介護予防」に
つながるよね。

今からでも何かできないか、できれば何
か役に立てればと考え参加した。このよ
うな集まりをこれからも続けてほしい。

活動意向アンケート実施
一人暮らし高齢者訪問活動を活用

第1回地域支え合いタウンミーティング開催
参加者が地域活動に出会う場を設定

回答者等に案内

支え合い型ヘルプサー
ビス
認知症サポーター
高齢者サロンのお手伝い
公園体操ボランティア
子ども食堂
山間地域ボランティア
単位老人クラブ
地域支え合い活動入門
講座 等

地域
活動者

※（活動内容）
橋渡しを開始

参加者
回答者305名

地域活動に興味が
あると回答した高齢者

代表者等出席

〈課題〉
助け合いを広めていきたいが、
一部の人が地域活動を掛け持
ち状態。担い手の高齢化も進み、
新しいメンバーが増えない。

65歳～74歳の区内
3,965名を対象（各地
域包括が郵送）等
みんなで支え合い、
自分らしく活躍でき
るまちを目指し、興
味のある活動※を調査

地域包括

コーディネーター

コーディネーター

地域包括 区社協

参加者
38名区社協 区担当課

実務者会議

一人暮らし高齢者を「見守る」
だけでなく、地域「活動」に
参加してもらおう。それが「生
きがいづくり・介護予防」に
つながるよね。

今からでも何かできないか、できれば何
か役に立てればと考え参加した。このよ
うな集まりをこれからも続けてほしい。

活動意向アンケート実施
一人暮らし高齢者訪問活動を活用

第1回地域支え合いタウンミーティング開催
参加者が地域活動に出会う場を設定

回答者等に案内

支え合い型ヘルプサー
ビス
認知症サポーター
高齢者サロンのお手伝い
公園体操ボランティア
子ども食堂
山間地域ボランティア
単位老人クラブ
地域支え合い活動入門
講座 等

地域
活動者

※（活動内容）
橋渡しを開始

参加者
回答者305名

地域活動に興味が
あると回答した高齢者

代表者等出席

〈課題〉
助け合いを広めていきたいが、
一部の人が地域活動を掛け持
ち状態。担い手の高齢化も進み、
新しいメンバーが増えない。

65歳～74歳の区内
3,965名を対象（各地
域包括が郵送）等
みんなで支え合い、
自分らしく活躍でき
るまちを目指し、興
味のある活動※を調査

地域包括

コーディネーター

コーディネーター

地域包括 区社協

参加者
38名区社協 区担当課

実務者会議

一人暮らし高齢者を「見守る」
だけでなく、地域「活動」に
参加してもらおう。それが「生
きがいづくり・介護予防」に
つながるよね。

今からでも何かできないか、できれば何
か役に立てればと考え参加した。このよ
うな集まりをこれからも続けてほしい。

活動意向アンケート実施
一人暮らし高齢者訪問活動を活用

第1回地域支え合いタウンミーティング開催
参加者が地域活動に出会う場を設定

回答者等に案内

支え合い型ヘルプサー
ビス
認知症サポーター
高齢者サロンのお手伝い
公園体操ボランティア
子ども食堂
山間地域ボランティア
単位老人クラブ
地域支え合い活動入門
講座 等

地域
活動者

※（活動内容）
橋渡しを開始

参加者
回答者305名

地域活動に興味が
あると回答した高齢者

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

参加者は自分の住むまちの活動を知ることで、何かしたいという意欲喚起につながり、地域の活動者に
とっては日頃の活動内容を発表することでモチベーション維持にもつながる取組となりました。
タウンミーティング実施後、より小さなエリアで、地域の活動に興味のある方と地域の活動が出会う場
づくりが展開されています。
今後も、意欲を持った方が活動に踏み出せるような仕組みを考えていきたいと思います。

●�地域包括、区社協、区担当課、コーディネー
ターの協働によるタウンミーティングを開催
した。各活動者からの活動発表と日常生活圏
域ごとのグループワークを行った。「こんな
地域にしたい」「こういうことはできる」等
と話し合うことができた。
●�タウンミーティング参加者にとって、イメー
ジを膨らませるきっかけとなり、今後の活動
への橋渡しやコーディネーターが開催する入
門講座の受講へとつながった。

●�地域包括や区担当課と協働して、一人暮らし
高齢者等3,965名を対象にアンケートを行っ
た。
●�アンケートで把握予定の地域活動に興味があ
る一人暮らし高齢者と地域活動との出会いの
場をつくるため、タウンミーティングを開催
することにした。
●�アンケート結果から、地域活動に興味がある
と回答した305名に対して、タウンミーティ
ングの開催を案内した。

●�地域の活動者から、地域活動の課題は「一部
の人が地域活動を掛け持ちしている上、担い
手の高齢化が進み、新しいメンバーが増えな
いことだ」との切実な声が挙がっていた。
●�実務者会議を開いて、生活支援の担い手の養
成や活動支援のあり方を活発に議論した。
●�結果、各地域包括が行う一人暮らしの高齢者
宅への訪問活動のお知らせにアンケートを同
封して、地域活動への参加を呼びかけること
にした。

その１	� 一人暮らしの高齢者が見守り対象になる
だけでなく地域活動に参加してもらう。

その２	� 地域活動に興味のある方を対象に、地
域活動との出会いの場「タウンミーティ
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地域包括と協働して、一人暮らしの高齢者が“見守り対象”になるだけでなく“地
域の担い手”として活躍できるよう、地域活動との出会いの場をつくる。

「見守り対象」から
「地域の担い手」へ

8
年・月 出来事

平成29年6月 地域課題抽出。

7月 企画検討・調整。

9～10月 活動意向アンケート郵送。	
集計分析／タウンミーティング準備。（5回）

11月 タウンミーティング開催。（38名参加）

12月～ 参加者への活動支援。

タウンミーティングの様子 グループワークの様子

取組の展開

次のページ
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コーディネーターの

取組事例

生活支援の実例紹介入門講座

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

コーディネーター
地域包括や

推進センターなど
いきいき市民活動
センターなど

介護予防活動に協力
してくれる、高齢者
を増やしたいな

市民活動や地域活動
でシニアの方にも活
躍してほしいなぁ

フム
フム

入門講座

①高齢者に活躍してほしい
②担い手の養成
③はじめの一歩の支援

〈関係機関と目標を共有〉

はい!!　一緒に
取り組みます

関係機関と
一緒に開催

入門講座
受講者 子育て中

のママ

入門講座受講者

居場所の
運営者

生活支援
サービス
事業者

生活支援
グループ

生活支援サービス
との出会いの場

出会いの場（ネットワーク）に参加
することで、一歩踏み出す！

介護予防の
取組に関わる人

市民活動に
関わる人

目標の実現に
向けて一緒に
活動しません
か？

コーディネーター
地域包括や

推進センターなど
いきいき市民活動
センターなど

介護予防活動に協力
してくれる、高齢者
を増やしたいな

市民活動や地域活動
でシニアの方にも活
躍してほしいなぁ

フム
フム

入門講座

①高齢者に活躍してほしい
②担い手の養成
③はじめの一歩の支援

〈関係機関と目標を共有〉

はい!!　一緒に
取り組みます

関係機関と
一緒に開催

入門講座
受講者 子育て中

のママ

入門講座受講者

居場所の
運営者

生活支援
サービス
事業者

生活支援
グループ

生活支援サービス
との出会いの場

出会いの場（ネットワーク）に参加
することで、一歩踏み出す！

介護予防の
取組に関わる人

市民活動に
関わる人

目標の実現に
向けて一緒に
活動しません
か？

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

思いを共有できる人、一緒に地域の支え合いの仕組みづくりをしてくれる人はいないかな、と日々考え
ながら地域の活動支援をしています。
これからの地域包括ケアシステムを支えるには、様々な人と連携し、協働していくことが求められてい
ますが、協働するためにはお互いの力が発揮できる環境や仕組みづくりが必要です。
そして、どんなことができるかを地域のみんなで考えていきたいです。

●�入門講座受講者に対するフォローアップ研修
として、スーパーマーケットでの買い物支援
体験や生活支援の実例紹介を行った。
●�フォローアップ研修開催後も、生活支援サー
ビス事業者・団体と入門講座受講者等が出会
う場を継続開催することとした。
●�入門講座受講者に出会いの場（ネットワーク）
への参加を促すことで、活動に向けて一歩踏
み出す仕組みをつくった。

コーディネーターの動きと展開

コーディネーター
地域包括や

推進センターなど
いきいき市民活動
センターなど

介護予防活動に協力
してくれる、高齢者
を増やしたいな

市民活動や地域活動
でシニアの方にも活
躍してほしいなぁ

フム
フム

入門講座

①高齢者に活躍してほしい
②担い手の養成
③はじめの一歩の支援

〈関係機関と目標を共有〉

はい!!　一緒に
取り組みます

関係機関と
一緒に開催

入門講座
受講者 子育て中

のママ

入門講座受講者

居場所の
運営者

生活支援
サービス
事業者

生活支援
グループ

生活支援サービス
との出会いの場

出会いの場（ネットワーク）に参加
することで、一歩踏み出す！

介護予防の
取組に関わる人

市民活動に
関わる人

目標の実現に
向けて一緒に
活動しません
か？

●�入門講座の企画にあたって、講座の受講から
支え合い活動の体験、体験から活動開始へと
結びつく流れをつくることを大切にした。
●�新たな担い手養成のために、高齢者の活躍を
テーマとして取り組んでいる地域包括や推進
センター、いきいき市民活動センター等と、
「活動のきっかけづくり」という目標を共有
し、多くの受講者が実際に活動をスタートで
きるような入門講座を開催した。

●�地域での活動に取り組むことを希望する高齢
者は、生活状況や興味関心が様々であるため、
多様なアプローチが必要だった。
●�そのため、介護予防分野や市民活動分野、支
え合い活動を積極的に進めている事業者団体
等、多様な関係機関と協力して入門講座を開
催することが必要だと考えた。
●�また、入門講座の受講者が実際に活動を開始
できるように地域の活動と結びつける仕組み
づくりをする必要があった。

9
年・月 出来事

平成29年7月 地域支え合い活動入門講座を開催。（～12月）

8月 推進センターとの連携による入門講座を開催。
（2回目は12月）

9月 いきいき市民活動センターとの連携による入門講座を
開催。（12月まで月1回）

12月 各講座受講者を対象に第1回フォローアップ研修を開催。

その１	� 支え合い活動に積極的な事業者・
団体や関係機関と目標を共有する。

その２	�� 入門講座受講者を支え合い活動に
結びつける出会いの場（ネットワー
ク）をつくる。

高齢者が支え合い活動開始の一歩を踏み出せるよう、入門講座やフォローアップ
研修を関係機関と協働して開催。

多様な主体と連携して、
支え合いの担い手を養成

取組の展開
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コーディネーターの

取組事例

生活支援の実例紹介入門講座

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

コーディネーター
地域包括や

推進センターなど
いきいき市民活動
センターなど

介護予防活動に協力
してくれる、高齢者
を増やしたいな

市民活動や地域活動
でシニアの方にも活
躍してほしいなぁ

フム
フム

入門講座

①高齢者に活躍してほしい
②担い手の養成
③はじめの一歩の支援

〈関係機関と目標を共有〉

はい!!　一緒に
取り組みます

関係機関と
一緒に開催

入門講座
受講者 子育て中

のママ

入門講座受講者

居場所の
運営者

生活支援
サービス
事業者

生活支援
グループ

生活支援サービス
との出会いの場

出会いの場（ネットワーク）に参加
することで、一歩踏み出す！

介護予防の
取組に関わる人

市民活動に
関わる人

目標の実現に
向けて一緒に
活動しません
か？

コーディネーター
地域包括や

推進センターなど
いきいき市民活動
センターなど

介護予防活動に協力
してくれる、高齢者
を増やしたいな

市民活動や地域活動
でシニアの方にも活
躍してほしいなぁ

フム
フム

入門講座

①高齢者に活躍してほしい
②担い手の養成
③はじめの一歩の支援

〈関係機関と目標を共有〉

はい!!　一緒に
取り組みます

関係機関と
一緒に開催

入門講座
受講者 子育て中

のママ

入門講座受講者

居場所の
運営者

生活支援
サービス
事業者

生活支援
グループ

生活支援サービス
との出会いの場

出会いの場（ネットワーク）に参加
することで、一歩踏み出す！

介護予防の
取組に関わる人

市民活動に
関わる人

目標の実現に
向けて一緒に
活動しません
か？

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

思いを共有できる人、一緒に地域の支え合いの仕組みづくりをしてくれる人はいないかな、と日々考え
ながら地域の活動支援をしています。
これからの地域包括ケアシステムを支えるには、様々な人と連携し、協働していくことが求められてい
ますが、協働するためにはお互いの力が発揮できる環境や仕組みづくりが必要です。
そして、どんなことができるかを地域のみんなで考えていきたいです。

●�入門講座受講者に対するフォローアップ研修
として、スーパーマーケットでの買い物支援
体験や生活支援の実例紹介を行った。
●�フォローアップ研修開催後も、生活支援サー
ビス事業者・団体と入門講座受講者等が出会
う場を継続開催することとした。
●�入門講座受講者に出会いの場（ネットワーク）
への参加を促すことで、活動に向けて一歩踏
み出す仕組みをつくった。

コーディネーターの動きと展開

コーディネーター
地域包括や

推進センターなど
いきいき市民活動
センターなど

介護予防活動に協力
してくれる、高齢者
を増やしたいな

市民活動や地域活動
でシニアの方にも活
躍してほしいなぁ

フム
フム

入門講座

①高齢者に活躍してほしい
②担い手の養成
③はじめの一歩の支援

〈関係機関と目標を共有〉

はい!!　一緒に
取り組みます

関係機関と
一緒に開催

入門講座
受講者 子育て中

のママ

入門講座受講者

居場所の
運営者

生活支援
サービス
事業者

生活支援
グループ

生活支援サービス
との出会いの場

出会いの場（ネットワーク）に参加
することで、一歩踏み出す！

介護予防の
取組に関わる人

市民活動に
関わる人

目標の実現に
向けて一緒に
活動しません
か？

●�入門講座の企画にあたって、講座の受講から
支え合い活動の体験、体験から活動開始へと
結びつく流れをつくることを大切にした。

●�新たな担い手養成のために、高齢者の活躍を
テーマとして取り組んでいる地域包括や推進
センター、いきいき市民活動センター等と、
「活動のきっかけづくり」という目標を共有
し、多くの受講者が実際に活動をスタートで
きるような入門講座を開催した。

●�地域での活動に取り組むことを希望する高齢
者は、生活状況や興味関心が様々であるため、
多様なアプローチが必要だった。

●�そのため、介護予防分野や市民活動分野、支
え合い活動を積極的に進めている事業者団体
等、多様な関係機関と協力して入門講座を開
催することが必要だと考えた。

●�また、入門講座の受講者が実際に活動を開始
できるように地域の活動と結びつける仕組み
づくりをする必要があった。

9
年・月 出来事

平成29年7月 地域支え合い活動入門講座を開催。（～12月）

8月 推進センターとの連携による入門講座を開催。
（2回目は12月）

9月 いきいき市民活動センターとの連携による入門講座を
開催。（12月まで月1回）

12月 各講座受講者を対象に第1回フォローアップ研修を開催。

その１	� 支え合い活動に積極的な事業者・
団体や関係機関と目標を共有する。

その２	�� 入門講座受講者を支え合い活動に
結びつける出会いの場（ネットワー
ク）をつくる。

高齢者が支え合い活動開始の一歩を踏み出せるよう、入門講座やフォローアップ
研修を関係機関と協働して開催。

多様な主体と連携して、
支え合いの担い手を養成

取組の展開
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コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

地域活動に男性の
参加が少ない

仲間とともに
地域のために活動しよう

地域ケア会議

地域包括

地域包括
他市の
男性グループ

地域団体

推進
センター

推進
センター

行政 地域団体

コーディ
ネーター

コーディ
ネーター

地域の男性に、これ
までの仕事で得た技
術や知識を地域のた
めにつかっていただ
けないだろうか？

管理栄養士による
教室の開催や、専
門職の講師派遣の
相談に応じますよ

コーディネーターと
して個々の「生きが
いづくり」のお手伝
いもしたい！

オー！

退職後の時間
がある男性に
広報しますよ

介護予防や健康づく
りにつながるアイデ
アをお伝えしますよ

一緒に企画内容を
考えますよ。広報
も協力しますよ

うちの実践
を参考にし
てください

・地域講座
・珈琲講座
・運動講座
・写真講座
・料理講座

内容

男性グループ

コーヒー
ボランティア 健康づくり

の活動

生きがいづくり
の活動

男の居場所
活動

高齢者の
困りごと
お手伝い

地域活動に男性の
参加が少ない

仲間とともに
地域のために活動しよう

地域ケア会議

地域包括

地域包括
他市の
男性グループ

地域団体

推進
センター

推進
センター

行政 地域団体

コーディ
ネーター

コーディ
ネーター

地域の男性に、これ
までの仕事で得た技
術や知識を地域のた
めにつかっていただ
けないだろうか？

管理栄養士による
教室の開催や、専
門職の講師派遣の
相談に応じますよ

コーディネーターと
して個々の「生きが
いづくり」のお手伝
いもしたい！

オー！

退職後の時間
がある男性に
広報しますよ

介護予防や健康づく
りにつながるアイデ
アをお伝えしますよ

一緒に企画内容を
考えますよ。広報
も協力しますよ

うちの実践
を参考にし
てください

・地域講座
・珈琲講座
・運動講座
・写真講座
・料理講座

内容

男性グループ

コーヒー
ボランティア 健康づくり

の活動

生きがいづくり
の活動

男の居場所
活動

高齢者の
困りごと
お手伝い

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

講座終了後、受講者は「仲間とともに地域のために活動しよう！」と、男性に限定した居場所づくりや
地域イベントでのコーヒーボランティア等、主体的に活動を始めています。
これからも「地域のために何かやってみたい」「特技や経験を活かしたい！」と思っておられる方とつ
ながり、地域の支え合いの輪を広げていく仲間を増やしていけたらと思っています。

●�男性の仲間づくりを促進するため、単発の講
座ではなく連続講座（名称「男塾」）として
開催した。
●�コーヒー講座等、男性の関心が高い内容を検
討、実施した。
●�受講者に地域の居場所でコーヒーを提供する
ボランティアなど、講座で学んだ内容を即実
践する機会を設け、活動がイメージできるよ
うにした。

コーディネーターの動きと展開

●�地域団体や関係機関（地域包括や推進センター）
と地域課題を共有し、取組を検討した。
●�男性の「生きがいづくり」と「仲間づくり」を
キーワードに講座の企画を始めた。講座終了後
に、「仲間とともに地域活動を行うこと」を目
指すこととした。
●�他市で活動する男性グループの視察や、地域
資源を踏まえて関係機関とともに講座を企画
した。

地域活動に男性の
参加が少ない

仲間とともに
地域のために活動しよう

地域ケア会議

地域包括

地域包括
他市の
男性グループ

地域団体

推進
センター

推進
センター

行政 地域団体

コーディ
ネーター

コーディ
ネーター

地域の男性に、これ
までの仕事で得た技
術や知識を地域のた
めにつかっていただ
けないだろうか？

管理栄養士による
教室の開催や、専
門職の講師派遣の
相談に応じますよ

コーディネーターと
して個々の「生きが
いづくり」のお手伝
いもしたい！

オー！

退職後の時間
がある男性に
広報しますよ

介護予防や健康づく
りにつながるアイデ
アをお伝えしますよ

一緒に企画内容を
考えますよ。広報
も協力しますよ

うちの実践
を参考にし
てください

・地域講座
・珈琲講座
・運動講座
・写真講座
・料理講座

内容

男性グループ

コーヒー
ボランティア 健康づくり

の活動

生きがいづくり
の活動

男の居場所
活動

高齢者の
困りごと
お手伝い

●�地域ケア会議や調整会議で高齢者の生活支援
ニーズと地域課題の把握を進める中、男性の
地域活動への参加が少ないことが課題である
とわかった。
●�地域ニーズである「男性の地域活動への参加」
に対応できる講座が開催できないか検討する
ことにした。
●�入門講座ではカバーしきれなかった、担い手
の「生きがいづくり」にもフォーカスできる
内容を検討した。

年・月 出来事

平成28年～
29年9月

地域ケア会議等で地域課題と高齢者の生活支援
ニーズの把握をすすめ、「男性の地域活動への参加
が少ないこと」を課題として認識。

平成29年
10月～12月

男性の担い手講座の選考事例をリサーチ。
関係機関・団体の協力を得て企画。

平成30年
1月～3月

「男性の地域活動への参加」及び「地域の担い手づ
くり」を目的とした連続講座「男塾」を開催。

その１	� 地域や関係機関と課題を共有し、取組を
検討。

その２	� 男性の「生きがいづくり」と「仲間づくり」
がキーワード。

その３	� 関係機関と協働して、キーワードに対応
する講座を企画・開催。地域ニーズである「男性の地域活動への参加」と「地域の担い手づくり」を同

時に実践。

男性の生きがいづくり・
仲間づくりの支援

10

料理講座

講座参加者

コーヒー講座

取組の展開
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コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

地域活動に男性の
参加が少ない

仲間とともに
地域のために活動しよう

地域ケア会議

地域包括

地域包括
他市の
男性グループ

地域団体

推進
センター

推進
センター

行政 地域団体

コーディ
ネーター

コーディ
ネーター

地域の男性に、これ
までの仕事で得た技
術や知識を地域のた
めにつかっていただ
けないだろうか？

管理栄養士による
教室の開催や、専
門職の講師派遣の
相談に応じますよ

コーディネーターと
して個々の「生きが
いづくり」のお手伝
いもしたい！

オー！

退職後の時間
がある男性に
広報しますよ

介護予防や健康づく
りにつながるアイデ
アをお伝えしますよ

一緒に企画内容を
考えますよ。広報
も協力しますよ

うちの実践
を参考にし
てください

・地域講座
・珈琲講座
・運動講座
・写真講座
・料理講座

内容

男性グループ

コーヒー
ボランティア 健康づくり

の活動

生きがいづくり
の活動

男の居場所
活動

高齢者の
困りごと
お手伝い

地域活動に男性の
参加が少ない

仲間とともに
地域のために活動しよう

地域ケア会議

地域包括

地域包括
他市の
男性グループ

地域団体

推進
センター

推進
センター

行政 地域団体

コーディ
ネーター

コーディ
ネーター

地域の男性に、これ
までの仕事で得た技
術や知識を地域のた
めにつかっていただ
けないだろうか？

管理栄養士による
教室の開催や、専
門職の講師派遣の
相談に応じますよ

コーディネーターと
して個々の「生きが
いづくり」のお手伝
いもしたい！

オー！

退職後の時間
がある男性に
広報しますよ

介護予防や健康づく
りにつながるアイデ
アをお伝えしますよ

一緒に企画内容を
考えますよ。広報
も協力しますよ

うちの実践
を参考にし
てください

・地域講座
・珈琲講座
・運動講座
・写真講座
・料理講座

内容

男性グループ

コーヒー
ボランティア 健康づくり

の活動

生きがいづくり
の活動

男の居場所
活動

高齢者の
困りごと
お手伝い

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

講座終了後、受講者は「仲間とともに地域のために活動しよう！」と、男性に限定した居場所づくりや
地域イベントでのコーヒーボランティア等、主体的に活動を始めています。
これからも「地域のために何かやってみたい」「特技や経験を活かしたい！」と思っておられる方とつ
ながり、地域の支え合いの輪を広げていく仲間を増やしていけたらと思っています。

●�男性の仲間づくりを促進するため、単発の講
座ではなく連続講座（名称「男塾」）として
開催した。
●�コーヒー講座等、男性の関心が高い内容を検
討、実施した。
●�受講者に地域の居場所でコーヒーを提供する
ボランティアなど、講座で学んだ内容を即実
践する機会を設け、活動がイメージできるよ
うにした。

コーディネーターの動きと展開

●�地域団体や関係機関（地域包括や推進センター）
と地域課題を共有し、取組を検討した。
●�男性の「生きがいづくり」と「仲間づくり」を
キーワードに講座の企画を始めた。講座終了後
に、「仲間とともに地域活動を行うこと」を目
指すこととした。
●�他市で活動する男性グループの視察や、地域
資源を踏まえて関係機関とともに講座を企画
した。

地域活動に男性の
参加が少ない

仲間とともに
地域のために活動しよう

地域ケア会議

地域包括

地域包括
他市の
男性グループ

地域団体

推進
センター

推進
センター

行政 地域団体

コーディ
ネーター

コーディ
ネーター

地域の男性に、これ
までの仕事で得た技
術や知識を地域のた
めにつかっていただ
けないだろうか？

管理栄養士による
教室の開催や、専
門職の講師派遣の
相談に応じますよ

コーディネーターと
して個々の「生きが
いづくり」のお手伝
いもしたい！

オー！

退職後の時間
がある男性に
広報しますよ

介護予防や健康づく
りにつながるアイデ
アをお伝えしますよ

一緒に企画内容を
考えますよ。広報
も協力しますよ

うちの実践
を参考にし
てください

・地域講座
・珈琲講座
・運動講座
・写真講座
・料理講座

内容

男性グループ

コーヒー
ボランティア 健康づくり

の活動

生きがいづくり
の活動

男の居場所
活動

高齢者の
困りごと
お手伝い

●�地域ケア会議や調整会議で高齢者の生活支援
ニーズと地域課題の把握を進める中、男性の
地域活動への参加が少ないことが課題である
とわかった。

●�地域ニーズである「男性の地域活動への参加」
に対応できる講座が開催できないか検討する
ことにした。
●�入門講座ではカバーしきれなかった、担い手
の「生きがいづくり」にもフォーカスできる
内容を検討した。

年・月 出来事

平成28年～
29年9月

地域ケア会議等で地域課題と高齢者の生活支援
ニーズの把握をすすめ、「男性の地域活動への参加
が少ないこと」を課題として認識。

平成29年
10月～12月

男性の担い手講座の選考事例をリサーチ。
関係機関・団体の協力を得て企画。

平成30年
1月～3月

「男性の地域活動への参加」及び「地域の担い手づ
くり」を目的とした連続講座「男塾」を開催。

その１	� 地域や関係機関と課題を共有し、取組を
検討。

その２	� 男性の「生きがいづくり」と「仲間づくり」
がキーワード。

その３	� 関係機関と協働して、キーワードに対応
する講座を企画・開催。地域ニーズである「男性の地域活動への参加」と「地域の担い手づくり」を同

時に実践。

男性の生きがいづくり・
仲間づくりの支援

10

料理講座

講座参加者

コーヒー講座

取組の展開
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コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

コーディネーターの動きと展開

きっかけ（課題になっていたこと等）

高齢者の「居場所」

健康すこやか学級

公園体操

コーディネーター

コーディ
ネーター

生活支援の
活動者

参加者から困りごと
の相談を受ける

体操を教えてくれる
人がほしい

プログラムに
   悩んでいる

新しい体操を取り
入れたい

もっといろいろな
活動者とも交流できるような
機会にしようよ

みなさん「災害」に関心が
あるなら「パッククッキング」
講座やりますよ

みなさんプログラムに困ってる
ようなのでお互いに人気の企画
を備品ごと交換しませんか

こんな提案がありました

いいね！いいね！

それなら私も！

情報交換会における参加者の声

参加者から困りご
との相談を受ける

新しい体操を
取り入れたい

生活支援の
活動をして
いるよ

太極拳も
いいよ

体操を教えて
くれる人がほしいプログラムに

悩んでいる

体操教えてあげるよ

面白いゲームが
あるよ

互いに協力、支援することで、
困りごとを解決する情報交換会

高齢者の「居場所」

健康すこやか学級

公園体操

コーディネーター

コーディ
ネーター

生活支援の
活動者

参加者から困りごと
の相談を受ける

体操を教えてくれる
人がほしい

プログラムに
   悩んでいる

新しい体操を取り
入れたい

もっといろいろな
活動者とも交流できるような
機会にしようよ

みなさん「災害」に関心が
あるなら「パッククッキング」
講座やりますよ

みなさんプログラムに困ってる
ようなのでお互いに人気の企画
を備品ごと交換しませんか

こんな提案がありました

いいね！いいね！

それなら私も！

情報交換会における参加者の声

参加者から困りご
との相談を受ける

新しい体操を
取り入れたい

生活支援の
活動をして
いるよ

太極拳も
いいよ

体操を教えて
くれる人がほしいプログラムに

悩んでいる

体操教えてあげるよ

面白いゲームが
あるよ

互いに協力、支援することで、
困りごとを解決する情報交換会

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

情報交換会の開催に加えて、地域の運営者全体で活動内容を共有することで、団体間の交流が活発にな
りました。情報交換会で顔の見える関係となった運営者同士が個別に交流を続けたり、共有した活動内容
を活用して新たにつながったりすることで、地域全体の大きなネットワークが生まれたと感じています。
「地域住民の孤立をなくそう」というみんなの思いを実現するため、今後も、このネットワークを活か
して、気になる人に参加を促す方法や担い手の確保といった課題をみんなで解決していけるよう、支援し
ていきます。

●�回を重ねることで、様々な団体が「地域住民
の孤立をなくそう」という共通の思いを大切
に活動していることがわかり、互いを励みに
日頃の活動を行うようになっていった。
●�この参加者間のつながりを地域の運営者全体
に広めるため、課題に対する情報提供や意見
交換の内容だけではなく、各団体の活動内容
も居場所等の運営者に発信した。
●�各団体の活動内容を情報発信したことで、情
報交換会の場以外での交流がうまれ、居場所
だけではなく、公園体操等も含めた地域の運
営者全体で互いに課題の解決ができるネット

ワークができた。

●�居場所や公園体操、健康すこやか学級等、活
動の垣根を越えた運営者の情報交換会を開催
することにした。
●�課題やニーズが解消する情報交換会を目指し
て、開催通知にアンケートを同封し、参加者
だけではなく欠席者の意見も集めた。
●�アンケートで把握した意見を基に、課題や
ニーズの解決につながる「学び」を提供する
情報交換会と「意見交換」を行う情報交換会
を１回ずつ開催することにした。
●�また、課題解決につながるよう、居場所等の
運営者以外に生活支援の活動者等に参加を促
し、様々な立場の参加者が気軽に意見交換で
きることを目指した。
●�大勢集まったことで、参加者が互いに困りご

との相談や、助言し合う関係性ができた。
●�次第に、参加者たちは自分ができることを提
案し合う、協力し合う、支援し合うことで困
りごとを解決するようになった。

●�地域福祉推進委員会では、地域と協働して「地
域住民の孤立をなくす」ために居場所の取組
を開始し、居場所の運営者を孤立させないよ
う、交流会を開催する等の支援を行っていた。
●�一方、介護予防に取り組む公園体操や健康す
こやか学級等については、それぞれ別の専門
職が支援する等、事業開始以前は、他の活動
の運営者と交流する機会や、地域の活動全体
を把握する機会はなかった。
●�事業開始をきっかけに、居場所や公園体操等

のヒアリングを行ったところ、活動が違って
も運営者の課題やニーズは、共通しているこ
とがわかった。

年・月 出来事

平成24年度～ 地域福祉推進委員会において、地域と協働して居場所の取組
を開始。

平成27年度～ 居場所の運営者を孤立させないため、地域福祉推進委員会の
「居場所の交流会」を開催。（年２回実施）

平成28年５月 地域支え合い活動創出事業開始。

7月 地域支え合い活動創出事業の「高齢者の居場所の情報交換会」
を実施。

9月 地域福祉推進委員会の「居場所の交流会」を実施。

12月 地域支え合い活動創出事業の「高齢者の居場所の情報交換会」
を実施。

平成29年度～ ２つの情報交換会を統合。（対象者を広げて、年２回開催する
ことにした。）

その１	� 共通する課題やニーズを持つ運営者を活
動の垣根を越えて集める。

その２	� 事前アンケートを通じて、運営者の困り
ごとや共有したいこと等の意見を集める。

その３	� 運営者同士が互いに協力、支援し合う関
係性をつくる。地域で多様な活動に取り組む運営者の課題を解決する力を引き出すため、互いに

協力、支援し合う関係性をつくる。

地域活動に取り組む
運営者のネットワーク
づくり

11

高齢者の「居場所」

健康すこやか学級

公園体操

コーディネーター

コーディ
ネーター

生活支援の
活動者

参加者から困りごと
の相談を受ける

体操を教えてくれる
人がほしい

プログラムに
   悩んでいる

新しい体操を取り
入れたい

もっといろいろな
活動者とも交流できるような
機会にしようよ

みなさん「災害」に関心が
あるなら「パッククッキング」
講座やりますよ

みなさんプログラムに困ってる
ようなのでお互いに人気の企画
を備品ごと交換しませんか

こんな提案がありました

いいね！いいね！

それなら私も！

情報交換会における参加者の声

参加者から困りご
との相談を受ける

新しい体操を
取り入れたい

生活支援の
活動をして
いるよ

太極拳も
いいよ

体操を教えて
くれる人がほしいプログラムに

悩んでいる

体操教えてあげるよ

面白いゲームが
あるよ

互いに協力、支援することで、
困りごとを解決する情報交換会

取組の展開

活動の垣根を越えて、運営者が集まる情報交換
会。たくさん集まると、誰かが課題の解決方法
を知っている。

紹介されたゲームをみんなで体験。
楽しい情報交換会が参加者のつながりを強くす
る。

災害への備えとして「パッククッキング」講座
を開催。参加者から、役に立つアイデアを共有
したいと声が上った。

28 29関係者のネットワークの構築

！



コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

コーディネーターの動きと展開

きっかけ（課題になっていたこと等）

高齢者の「居場所」

健康すこやか学級

公園体操
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年・月 出来事
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活動の垣根を越えて、運営者が集まる情報交換
会。たくさん集まると、誰かが課題の解決方法
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紹介されたゲームをみんなで体験。
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災害への備えとして「パッククッキング」講座
を開催。参加者から、役に立つアイデアを共有
したいと声が上った。
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担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

高齢者1,339名の方にアンケート調査に御協力いただき、日常生活上のちょっとした困りごとや支え合
い活動の実態について、把握することができました。
このアンケート調査の結果は、基礎資料として、ゴミ出しや買い物等の生活支援サービス創出の企画や
支援に活用していきたいと思っています。

●�調査報告をまとめる中で、高齢者が不安や
困っていると感じることが明らかになった。
特徴的な結果として、男性や女性の居場所に
期待することや、年齢層の違いによって「お
すそ分け」や「ゴミ出し」等、近隣の方にし
ていること・できることに違いが見られた。
●�連絡会議で調査結果を報告し、関係機関と実
態を共有したところ、調査結果に関連する「高
齢者からよく耳にする外出先」や「支え合い
活動の推進に必要なこと」等の意見交換につ
ながった。
●�アンケートや意見交換等で把握しゴミ出しや

買い物等の生活支援サービス創出に向けて、 
地域と調整を図ることとした。

●�推進センターや老人福祉センターが開催する
介護予防教室や、健康すこやか学級、健康長
寿サロン等の参加者に対してアンケート調査
を実施した。
●�上記アンケート調査に加えて、地域包括、推
進センターの専門職に対して、日々の活動で
把握している生活支援ニーズや、支え合い活
動の広がりに必要な条件等をヒアリングし、
専門職の視点を調査の分析に取り入れた。
●�生活支援ニーズアンケート調査や関係機関へ
のヒアリングをもとに、調査結果を分析し、
連絡会議において調査報告を行った。

●�生活支援サービス創出の企画や支援の基礎資
料となるものがなく、高齢者の生活支援ニー
ズの明確化や、支え合い活動の現状を把握す
る必要があった。
●�連絡会議や実務者会議等でアンケート調査の
実施に向けて協議することになった。
●�また、居場所の情報交換会の実施によりネッ
トワークをつくった高齢者居場所運営者等に
対して、居場所運営の活性化に役立つ情報を
提供することを目指した。

年・月 出来事

平成29年6月 連絡会議・実務者会議でアンケート調査の実施に
向けた協議。

8月～11月 生活支援ニーズアンケート調査の実施。

12月 地域包括・推進センターの専門職へのヒアリング。

30年2・3月 連絡会議・実務者会議でアンケート調査結果の
報告。

その１	� 高齢者の日常生活における生活支援ニー
ズを把握する。

その２	� 高齢者を対象とした居場所の活性化に必
要な要素を分析する。

その３	� 主に近隣での支え合い活動の現状を把
握・分析し、今後の取組への活用につな
げる。生活支援ニーズや居場所活性化に必要な要素、近隣の助け合い活動の現状を把握・

分析。

12 高齢者の
生活支援ニーズに関する
アンケート調査

取組の展開

30 31地域ニーズの調査や資源の把握

！



コーディネーターの

取組事例

取組のポイント

きっかけ（課題になっていたこと等）

コーディネーターの動き

アンケート調査

専門職へのヒアリング

不安や困っていると感じること

コーディ
ネーター

電球交換

健康すこやか学級・
健康長寿サロン
訪問調査

推進センター・老人福祉センター
調査依頼

不要品整理

何が困りごとだろう？

風呂・トイレ
掃除

調査報告書を
まとめる

発表

電球交換や高いところ
の作業（31.7%）
不要品の整理（17.0%）
風呂やトイレ掃除（13.6%）

アンケート調査

専門職へのヒアリング

不安や困っていると感じること

コーディ
ネーター

電球交換

健康すこやか学級・
健康長寿サロン
訪問調査

推進センター・老人福祉センター
調査依頼

不要品整理

何が困りごとだろう？

風呂・トイレ
掃除

調査報告書を
まとめる

発表

電球交換や高いところ
の作業（31.7%）
不要品の整理（17.0%）
風呂やトイレ掃除（13.6%）

アンケート調査

専門職へのヒアリング

不安や困っていると感じること

コーディ
ネーター

電球交換

健康すこやか学級・
健康長寿サロン
訪問調査

推進センター・老人福祉センター
調査依頼

不要品整理

何が困りごとだろう？

風呂・トイレ
掃除

調査報告書を
まとめる

発表

電球交換や高いところ
の作業（31.7%）
不要品の整理（17.0%）
風呂やトイレ掃除（13.6%）

担当コーディネー
ターの

コメントと今後の
展開

高齢者1,339名の方にアンケート調査に御協力いただき、日常生活上のちょっとした困りごとや支え合
い活動の実態について、把握することができました。
このアンケート調査の結果は、基礎資料として、ゴミ出しや買い物等の生活支援サービス創出の企画や
支援に活用していきたいと思っています。

●�調査報告をまとめる中で、高齢者が不安や
困っていると感じることが明らかになった。
特徴的な結果として、男性や女性の居場所に
期待することや、年齢層の違いによって「お
すそ分け」や「ゴミ出し」等、近隣の方にし
ていること・できることに違いが見られた。
●�連絡会議で調査結果を報告し、関係機関と実
態を共有したところ、調査結果に関連する「高
齢者からよく耳にする外出先」や「支え合い
活動の推進に必要なこと」等の意見交換につ
ながった。
●�アンケートや意見交換等で把握しゴミ出しや

買い物等の生活支援サービス創出に向けて、 
地域と調整を図ることとした。

●�推進センターや老人福祉センターが開催する
介護予防教室や、健康すこやか学級、健康長
寿サロン等の参加者に対してアンケート調査
を実施した。
●�上記アンケート調査に加えて、地域包括、推
進センターの専門職に対して、日々の活動で
把握している生活支援ニーズや、支え合い活
動の広がりに必要な条件等をヒアリングし、
専門職の視点を調査の分析に取り入れた。
●�生活支援ニーズアンケート調査や関係機関へ
のヒアリングをもとに、調査結果を分析し、
連絡会議において調査報告を行った。

●�生活支援サービス創出の企画や支援の基礎資
料となるものがなく、高齢者の生活支援ニー
ズの明確化や、支え合い活動の現状を把握す
る必要があった。
●�連絡会議や実務者会議等でアンケート調査の
実施に向けて協議することになった。
●�また、居場所の情報交換会の実施によりネッ
トワークをつくった高齢者居場所運営者等に
対して、居場所運営の活性化に役立つ情報を
提供することを目指した。

年・月 出来事

平成29年6月 連絡会議・実務者会議でアンケート調査の実施に
向けた協議。

8月～11月 生活支援ニーズアンケート調査の実施。

12月 地域包括・推進センターの専門職へのヒアリング。

30年2・3月 連絡会議・実務者会議でアンケート調査結果の
報告。

その１	� 高齢者の日常生活における生活支援ニー
ズを把握する。

その２	� 高齢者を対象とした居場所の活性化に必
要な要素を分析する。

その３	� 主に近隣での支え合い活動の現状を把
握・分析し、今後の取組への活用につな
げる。生活支援ニーズや居場所活性化に必要な要素、近隣の助け合い活動の現状を把握・

分析。

12 高齢者の
生活支援ニーズに関する
アンケート調査

取組の展開

30 31地域ニーズの調査や資源の把握

！




